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はじめに

はじめに

我が国の教師教育は大きな転換期を迎えようとしています。

GIGAスクール構想の実現、文化や発達等の子供の多様性に対応した教育、持続可能な社会に向けた教育など、
様々な社会変化に伴う教育課題がまさに山積しています。これからの教師には絶えざる専門性の更新が求められ
ています。
また、教員免許更新講習制度の廃止に伴い、大学・教育委員会・学校が連携しながら教職生活を通した主体的な
教師の学びを実現するということも求められています。

社会の大きな変化を背景とする教師教育の課題に対して、鳴門教育大学ではこれからの教師のための新たな学び
方を創出することに挑戦しています。

1つには、「セルフデザイン型学修」という概念の下、可視化された学修の経過と成果により、目指す教師像を探
求し、教師としての自己伸長に向けて主体的な学びを継続する教員養成カリキュラムや指導体制を開発実践する
ことです。
つまり、教員養成を、現代的な教育課題に対応した教育内容の変更に止まらず、教師としての自己を伸長させて
いくための学び方を組み込んだ養成教育へと転換することを実現しようとしています。
鳴門教育大学では、このセルフデザイン型学修を教員養成カリキュラムの支柱（バックボーン）に置いて、教師
としての知識やスキルを学んでいくように構造化しています。

2つには、現職教員が大学院派遣制度によらず働きながら無理なく学び続けることのできる遠隔教育プログラムを
教職大学院に導入したことです。
私たち新構想教育大学は、現職教員を教育委員会の派遣によりオン-キャンパスで大学院教育を行ってきましたが、
学校の事情や家庭の事情等で、強い学修ニーズを持ちながらも派遣制度によっては大学院に進学できない教師も
多数存在することが想定されます。また、私立学校の教師にはこの派遣制度は適用されず、教職大学院での学び
は極めて制約されているのが現状です。
鳴門教育大学では、柔軟な履修制度ときめ細かい指導体制を構築し、働きながら学ぶことのできる教職大学院の
履修システムを開発実践しています。さらに働きながら学ぶことの「メリット」を活かして、理論と実践の「往
還」を越えて、理論と実践の「融合」を実現する教師の学びを実現しようとしています。

このような新たな教師の学び方の実現のために、教師教育変革のためのインフラとして、教員養成に特化したDX
（デジタルトランスフォーメーション）を推進する「教員養成DX推進機構」を令和4年度から設置いたしました。
「教員養成DX推進機構」は、「セルフデザイン型学修支援センター」「遠隔教育推進センター」「情報基盤セン
ター」の3センターから成り、3センターが相互に連携しながら、上述した主体的に学び続ける教師の育成を実現
しようとするものです。

このたび、「教員養成DX推進機構」の開設を記念し、教員養成の今日的課題と教員養成におけるDXの可能性と
課題に関して、関係者の皆様から多角的なご意見をお聞きするシンポジウムを行うことといたしました。
鳴門教育大学としましては、多くの方々のご意見をふまえて、教員養成DXの更なる発展へつなげていく所存です。
今後とも、鳴門教育大学教員養成DX推進機構にご支援をいただきたく、お願いをいたします。

          国立大学法人鳴門教育大学長
佐 古 秀 一
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４．学長挨拶／鳴門教育大学長 佐古秀一

皆さん、こんにちは。鳴門教育大学学長の佐古と申します。

本日は本学の教員養成DX推進機構の記念シンポジウムに多数の方のご参加いただきまして、御礼申し上げます。
また、来賓としてご出席いただきます文部科学省総合教育政策局教育人材政策課長の小幡泰弘様、徳島県教育委員会教育長の
榊浩一様、また基調講演並びにシンポジウムでご報告いただきます兵庫教育大学長の加治佐哲也様、徳島県教育委員会教育次
長の生田雅和様、そして岐阜大学教授の益子典文様には、ご多忙ご多用中のところ、ご参加いただきますことに心から御礼申
し上げます。

さて、我が国の教師教育は大きな転換期を迎えようとしていると考えております。

大きな潮流の１つ目は、社会の急速な変化を反映いたしました教育課題の複雑性などがございます。GIGAスクール構想、そ
れから子供の多様性。これは一時的な能力だけではなくて、文化、発達性などに対応いたしました教育の実現。それから、
SDGs持続可能な社会に向けた教育など様々な社会課題に対応いたしました教育課題が学校には山積みになっておると考えて
おります。そのため、教師には絶えざる専門性の更新が求められている。そのような状況かと思っております。

2つ目は、他方では、免許更新講習が廃止されまして、それに伴いまして、教師教育期待値の再構築が求められているという
ことでございます。教職生活を通した教師の学び方というものが非常に問われていると考えております。つまり、免許更新講
習の見直しは、単に研修体系の修正という問題ではなくて、これからの社会における教師の学びをどのように我々は考えて実
現していくのかということが問われているということだと思います。これを大学、教育委員会、学校が連携しながらこれから
実現するということが求められているのではないかと思っております。

おそらくこれからの教師は、大学や大学院で学んだ内容を持って教壇に立つということだけでは務まらないというふうに考え
ております。様々な課題に関する専門的知識やスキルを大学で身につけることはもちろん必要ですが、それにもまして、課題
に向き合いつつ、主体的に教師としての学びをつけていくこと。それができるような教師が今求められているというふうに
我々は捉えております。

教職生活を通して学び続ける教師の育成に関して、本日のテーマとの関わりで言いますと、本学は大きく2つの点で新構想大
学としての役割を果たしたいと考えております。

1つは、教職生活全体に渡り、教師の学びを見通しつつ、大学の学部4年間で何を学生に身につけさせるかという観点から教員
養成課程を構築することです。つまり、教師としての学びを主体的に蓄積していくことの基礎を養成課程で修得するというこ
とであります。このことについて、鳴門教育大学では、セルフデザイン型学修と名付け、教師としての自己をモニターし、あ
るべき教師像を探求し、学び続けていることを基軸に置いて、現代的な教育課題にも対応しうる教師の養成のためのカリキュ
ラムや指導体制を構築しようとしております。教師としての主体的な学び方の基礎を習得させる教員養成の在り方を今後促し
たいと思っております。
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４．学長挨拶／鳴門教育大学長 佐古秀一

2つ目は、教師の学習ニーズに応える高度な学習機会を広く社会に提供していくことであります。鳴門教育大学では、教職大
学院に遠隔教育プログラムを設置いたしまして、現職教員の学習ニーズに応えるうる学習機会を提供したいと考えております。
コロナ禍により、我々高等教育に関わる者もインターネットを活用した遠隔学習を活用するという機会が増え、このような経
験も踏まえながら、大学院派遣制度によらない現職教員に対する大学院レベルでの学習機会を提供したいと思っております。
これにより、働きながら無理なく学ぶことのできる教職大学院としての教育プログラムを提供し、学び続ける教師を支えてい
きたいと考えております。

以上のような2つの大きな方向性につきまして、本学では教師教育におけるDX（デジタルトランスフォーメーション）を推進
することによって実現したいと思っております。
本日開所式を行う「教員養成DX推進機構」も、令和4年度に文部科学省の予算措置により本学に設置されたものでございます
が、このリソースを活用いたしまして、これからの教員養成の改革、それから教育界の提供に活かしていきたいと思っており
ます。

鳴門教育大学の「教員養成DX推進機構」は、「セルフデザイン型学修支援センター」「遠隔教育推進センター」「情報基盤
センター」の3センターが相互に協力しながら、上に述べたような主体的に学び続ける教師を育て、支えていくということを
実現しようとするものでございます。

本日は今後の教員養成のあり方と、その中で、DXが果たすべき役割について、それぞれの立場から多角的なご意見を賜りた
いと思っております。
本日のこのセミナーがご参加いただきました皆様方にとりましても、実りの多いものになることを祈念いたしまして、私のご
挨拶とさせていただきます。
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５．来賓挨拶

(1)文部科学省総合教育政策局教育人材政策課長 小幡泰弘

ただいまご紹介をいただきました、文部科学省総合教育政策局教育人材政策課長の小幡でございます。
それでは鳴門教育大学教員養成DX推進機構開設記念シンポジウムの開催にあたりまして、一言ご挨拶申し上げます。

昨年1月の中央教育審議会答申におきまして、「全ての子供たちの可能性を引き出す個別最適な学びと協働的な学びの実現」
を目指す「令和の日本型学校教育」の構築に向けて、GIGAスクール構想に基づく1人1台端末のICT環境の更なる活用が求めら
れております。

また、この12月でございますが、今月の19日には、「令和の日本型学校教育」を担う教師の養成・採用・研修等の在り方につ
いて答申がまとめられたところでございます。
この中では、教師に求められる資質能力の1つとして、ICTや情報教育データの利活用が再整理されるとともに、学部段階での
養成も含め、理論と実践を往還させた省察力による学びを実現し、学生の「授業観・学習観」の転換を図ること、そして、教
職大学院においては、多様な学習ニーズに対応した柔軟なカリキュラム展開、オンライン・ICT技術の活用と現職の教師が学
びやすいよう履修方法の工夫等を進めていくこと等が求められているところでございます。

このような中、鳴門教育大学におきましては、教育実習前のCBT導入を先進的に進められていることに加え、令和4年4月には
教員養成に特化したDX（デジタルトランスフォーメーション）の推進による新たな教員教育の実践のための拠点として「鳴
門教育大学教員養成DX推進機構」を設置されたところでございます。
同機構においては、AI技術を活用した教育実習録の分析・可視化によるエビデンスに基づいた教員養成、四国地区による連携
教職課程並びに教職大学院遠隔教育プログラムと連携した教育コンテンツの開発や遠隔教育の最適化に関する研究開発等を実
施していくと承知しており、まさに「令和の日本型学校教育」を担う教師の養成に資する取組であると認識しているところで
ございます。

文部科学省といたしましては、鳴門教育大学の取組が「令和の日本型学校教育」を牽引し、我が国の教員養成大学全体の改革
に先進的な役割を果たしていただくことを期待しております。
結びになりますが、本日ご参加皆様の一層のご活躍と、シンポジウムの成功を祈念し、私よりのご挨拶とさせていただきます。
おめでとうございます。

「鳴門教育大教員養成DX機構開設記念シンポジウム ーこれからの教員養成におけるDXー」実施報告書
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５．来賓挨拶

(2)徳島県教育委員会教育長 榊 浩一

皆さん、こんにちは。徳島県教育委員会教育長の榊でございます。

鳴門教育大学教員養成DX推進機構開設記念シンポジウムがこのように盛大に開催されますことを心よりお慶び申し上げます。
鳴門教育大学におかれましては、日頃から本県教育の充実、発展のために、御尽力いただいておりますことに、心から敬意を
表する次第でございます。

さて、教育におけるデジタル化の推進は喫緊の課題であり、本県においても、「教育デジタルトランスフォーメーション」を
加速させることの必要性・重要性に鑑み、「未来を切り開く共通戦略」の一つとして、「GIGAスクール構想の展開」を強力
に推進しており、児童生徒への極め細やかな指導の実現をはじめ、教育活動を活性化させる取組が各校で進んでおります。

一方、鳴門教育大学におかれましては、これまでもGIGAスクール構想の実施に対する支援や地域ごとの課題に対するオー
ダーメイド型の学校支援等先導的な学校支援モデルの発信を進めてこられました。

さらにこの度、教員養成DX推進機構の開設により、デジタルを活用した自己伸長型教員養成に向けた新たなスタートを切ら
れました。これから実践的に進められるデジタル化により、個別最適化された学びの実現と教員として主体的に学ぶ力を高め
る教員養成の新モデルの構築、発信に大いに期待をしているところです。これらの御取組は、先ごろ行われたサッカーワール
ドカップの日本代表チームの活躍同様、「新しい景色」を見るためのものであると確信をしております。

このあと、兵庫教育大学長 加治佐哲也様より「これからの教員に求められる資質能力と教員養成の課題」また、鳴門教育大
学教員養成DX推進機構長 藤村裕一様より「教員養成におけるDXの推進について」と題した御講演があると伺っております。
さらに、「これからの教員養成とDX」をテーマとした記念シンポジウムも行われるとのことで、本日御参会の皆様にとって
大変有意義な時間になるものと御期待を申し上げます。

結びになりましたが、鳴門教育大学及び鳴門教育大学教員養成DX推進機構の更なる御発展と、皆様方の今後益々の御活躍を
祈念いたしまして、お祝いの言葉といたします。本日は、どうぞよろしくお願いいたします。
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鳴門教育大学の教員養成DX推進機構長の藤村と申します。どうぞよ
ろしくお願いいたします。私の方から教員養成DX推進機構の概要に
ついてご説明させていただきます。

まず、鳴門教育大学になぜ教員養成DX推進機構が立ち上がってきた

のかという背景のようなものを少しご紹介したいと思います。本学で
は長年にわたる教育工学研究拠点としての役割がございました。これ
は大学設立当初から、例えば西園先生や永野先生といった教育工学の
大家の先生方が随分鳴門教育大学にいらし、そして本学では今、多く
の先生方が教育工学そのものの研究にも貢献していらっしゃいます。
例えば、欧米ではスタディログという概念しかなかったものが、今は
ライフログ、アシストログという生活健康情報とか、教員の支援に関
する情報等の概念として、これが今世界で普及しました。

また、日本で当たり前に使われている教育情報セキュリティ、この概
念も鳴門教育大学発の概念でございます。また現在は教育データ標準
が、学習eポータル標準モデルから、OneRoster Japan Profile等の教
育データや教育システムの日本標準仕様や国際標準仕様との作成にも、
本学は貢献している次第です。

鳴門教育大学教員養成DX推進機構開設記念シンポジウム ーこれからの教員養成におけるDXー



７．鳴門教育大学教員養成DX推進機構の概要ならびに活動紹介

Ⅰ「全体構想」（施設紹介を含む）／鳴門教育大学教員養成ＤＸ推進機構長 藤村裕一

「鳴門教育大学教員養成DX機構開設記念シンポジウム ーこれからの教員養成におけるDXー」実施報告書

10

また次に、国内外の教育の情報化推進への貢献ということがございま
す。文部科学省のほとんどの教育情報化関連委員会の座長・座長代理
委員で、本学の先生方が参画され、官邸、文部科学省、総務省、経済
産業省、デジタル庁の政策への研究成果等の反映もされています。ま
た、GIGAスクールについては構想段階から支援させていただいたり、
小中高校で使われているNHK for Schoolとの開発にも携わり、一時期
はそのサーバーが本学内にあったりするということもございました。
本学の多くの教員が、徳島県内はもとより全国各地の教育委員会や学
校に対して、教育の情報化に貢献してきたということもございます。

また、先程学長からお話があった教職大学院遠隔教育プログラムがス
タートしております。これが非常に好評でございまして、通学生の2
倍の遠隔教育プログラム受講生が来ているコースもございますし、ま
たそれに先駆けて、8年前から、遠隔教育プログラムの実践を積み重
ねてきて、コロナ禍では、徳島県の学校への遠隔授業の支援等にわ
たってまいりました。

また、鳴門教育大学では、LMS（ラーニングマネジメントシステム）
としてMoodleを早くから導入し、またウェブ会議システムとして
TeamsとZoom等も使ったり、本会場のようにメタバース空間の活用
にも新たにチャレンジしたりしている次第でございます。

そしてさらに本学が誇るべきことは、四国内の大学連携はもとより、
徳島県教育委員会様等とも連携して、遠隔教育による研修を提供する
等、様々なことを実効してまいりました。

そういったことを活かしながら、DXということについて考えて来て
いるわけでございますが、これは文部科学省の桐生教育DX推進室長
のお許しをいただいて少しご覧いただきますと、まず第1段階、これ
をデジタイゼーションと呼びます。この紙のもの、アナログや紙をデ
ジタル化により、効率・効果的にしていくという、いわゆるICT化に
相当するものです。

次に第2段階がデジタライゼーションと言いまして、デジタル技術・
データの活用による指導教育養成の改善、最適化を行っていくという
ものでございます。

そして第3段階がデジタルトランスフォーメーション。先程学長がお
話したような自立的学習ですね。学ぶ者そのものがセルフコントロー
ルしながら学んでいくという、そういう学習モデルの構造とか質的に
変化し、新たな価値を創出するというものでございます。従来教育の
世界、私共の教員養成でも、実習録が紙のものであったり、様々な
ポートフォリオ等の資料も作ってはいたんですけれども、やはり紙
ベースであったりということがございました。それをこのたび、この
教育DXによって電子化し、ただ電子化するだけではなく、その中の
データを読み解いて、ラーニングアナリティクスを活用しながら、適
切な指導助言ができるようにするという、そういった意味では、第2
段階から第3段階にかけて今後進めていくということで「教員養成DX
推進機構」がございます。
その特徴としては、従来部分的・静的な把握しかできなかった紙もの
による記録化ですね。一部の学生は見られるけど、全体の傾向性を捉
えることができない。また、過去に書いたその時点での記録しか見ら
れなかったものが、電子化されますと全体像も把握できますし、教育
実習等で外に出ている学生たちが現在どういう悩みを抱え、どういう
支援が必要なのかということもリアルタイムで把握することができま
す。
また、従来、教育の世界というものは、経験や勘による属人知でした
けれども、これが教育実習等での学びをお互いに学生同士も学べるし、
また、その応用としては今後も教員研修の際に、属人知を集合知にし
て教育現場へフィードバックする、ということもできるようになって
まいります。
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それから次、標準モデルアプローチのように教師主導の一斉型授業と
いうものは、子供はみんな一緒だからまとめて授業するというような
ものから、個別最適アプローチに変わってきています。今GIGAス
クールでやっていますが、大学教育も同じように、教員養成もそれぞ
れの特性に合わせ、また問題意識が生きるように支援していくという
個別最適アプローチ、それをセルフデザイン型学修支援というものと
して目指しています。

それから、教育データを活用していきますと、後手後手対応だったも
のを未然防止につなげられます。例えば大学になかなか出て来られな
くなるとか、実習中深い悩みにぶつかってしまって困っているとか、
それを上手くいかなくなる前に、手を打って未然に防止するっていう
こともできるようになってまいります。それがここで考えているDX
による変化ということになります。

第4期中期計画に基づき「教員養成DX推進機構」が令和4年度に設置
されました。

1点目は、創造的実践者としての教師というものをぜひ育てたいと。
そのために教員養成学修可視化システムという、ダッシュボードを実
装して、大学教員が適切な支援を行う、そういう新たな教員養成のモ
デルを構築し発信するということを考えております。また、令和4年
度は、個別最適化された学びを支援する、セルフデザイン型学修、自
己伸長型教員養成というものを実現するために最大限力を尽くしてま
いりたいと考えております。

2点目は、教職大学遠隔教育プログラム。現在教職大学院の遠隔教育
プログラムは非常に多くの入学者を獲得し、今後また教職員支援機構
との連携というものも検討してまいりたいと考えております。

3点目は、徳島県教育委員会様や、附属学校園との連携によって、
GIGAスクールの先進、実践事例を開発、集積、そして学校教育改革
を支援してまいりたいと考えております。

4点目は、人口減少期を見据えた四国広域連携型教職課程。これを構
築するということで、遠隔教育推進センターを核としながら、この推
進にあたってまいりたいと考えております。

以上のように、教員養成ならではのDXの推進により先進的に取り組
む拠点として、この「教員養成DX推進機構」を設置し、今後その邁
進に当たっていきたいと考えています。
機構の構造は、「教員養成DX推進機構」の下に「セルフデザイン型
学修支援センター」「遠隔教育推進センター」「情報基盤センター」
の3センターを設置して、これらの業務を進めております。
この後詳しい説明がありますが、各センターの概要のみ説明させてい
ただきます。
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「セルフデザイン型学修支援センター」は、教員養成の過程における
デジタル化を推進し、個別最適化された学びを実現する、それによっ
て教員として主体的に学ぶ力を高めるとともに、地域の教育課題に即
した学校支援を推進し、その解決に取り組んでまいりたいと考えてお
ります。

そのために4点、計画しております。

1点目は、学部生大学院生の学修経過成果をコンピテンシーベースで
可視化するプログラムの開発。これは、N-CBTといってコンピュー
タベースドテストシステムをすでに持っているところでございますが、
それをさらに推進していきます。

2点目は、学修の成果等を分析し、省察と課題を明確化するプログラ
ムの開発。ラーニングアナリティクスを活用しながらこれらの分析を
したいと考えております。

3点目は、ビッグデータの活用による大学教育力の向上モデルの構築。
これについては、長期的な視点が必要だとも考えております。

4点目は、デジタル技術との活用による教員養成モデル及び学校支援
モデルの開発と発信。

これらのことをセルフデザイン型学修支援センターで行います。
センターには、藤原所長、泰山准教授が所属しており、事務局は教務
課がその支援にあたっています。

「遠隔教育推進センター」は、学部及び大学院における遠隔教育並び
に遠隔型の教員研修を開発支援することを目的として設置されました。

4点同様に考えておりまして、
1点目は、学部及び大学院における遠隔型授業及び遠隔型研究指導等
に関する支援を行うこと。
2点目は、大学間連携による遠隔型授業等に関する支援を行うこと。
3点目は、遠隔型授業等を活用した教育プログラムの開発・支援にあ
たること。
4点目は、講義等配信システムを活用した遠隔型教員研修プログラム
を開発支援すること。先ほど申し上げたNITS（（独）教職員支援機
構）や徳島県教育委員会様等とも連携しながら、検討を進めてまいり
たいと考えております。

副機構長でもある宮下所長、竹口准教授が所属しています。教務課は
下記の職員がサポートに入ることになっております。

最後に「情報基盤センター」についてご紹介申し上げます。
学術研究及び情報教育に資するほか、学内の情報基盤を整備すること
を目的に設置されております。従来から設置されておりましたが、さ
らにその高度化を目指すということでございます。
ちょうど令和5年2月から第8期の情報基盤システムが始動いたします。
それを運用しながら、次の第9期に向けての研究も進めていく、その
ようなことを考えております。

活動としましては、4点。
1点目は、本学の情報基盤の整備。
2点目は、学術研究のための利用の促進及び支援。
3点目は、情報教育のための利用。これからの時代の教員というのは、
自分自身がそれら情報を使いこなすとともに、子どもたちに情報教育
を行うということも必要となっておりますので、本学ではそのための
強化を、新設及び増強もしている次第です。Society5.0における情報
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教育、教育の情報化という授業を令和3年度から新設して実践してお
ります。
4点目は、学内情報ネットワークの整備及び運営。遠隔教育を行うた
めに必要な超高速回線を整備しまして、無線LANであっても、実行速
度で700M出るというような、非常に優れた回線も整備しているとこ
ろでございます。

曽根教授所長、阪東准教授、美井野講師が当たっており、事務局は学
術情報推進課がそのサポートに入っております。

以上のように、各センターの概要について説明させていただいたとこ
ろでありますが、具体的な活動及び計画については、各センター所長
からこの後紹介していただきたいと思います。
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セルフデザイン型学修支援センター所長の藤原です。
先程、藤村機構長の方から概要を説明申し上げましたが、もう少し詳
しくお話をさせていただきます。

まず、第4期中期目標の中で、鳴門教育大学が目指す教育というもの
が示されました。今年度から、これに従って、カリキュラムの構築や
教育等が実施されています。後ほど梅津理事の方からもお話があるか
もしれませんが、少しだけ触れさせていただきます。

重要な点としましては、今後の学習観・指導観の転換を担う教員の在
り方として、教師として主体的に学ぶ力を有し、子供の多様性や、教
育課題の複雑さに対応した教育実践を作り出していく教師、創造的実
践者としての教師の養成をねらいとして、様々な取り組みを図る。そ
の中でも、全学DX計画というものに基づいた部分について、「セル
フデザイン型学修支援センター」が主として担当いたします。教員養
成学修可視化システム開発と運用を行い、主に、学部学生の教育を行
うということを考えているところでございます。
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背景としては、よく言われるVUCA、多様化、グローバル化が急激に
進展する社会という現状があります。もちろん教育現場もそこに含ま
れます。
そして、答えがない問いに対して、主体的・対話的に深く学び、納得
解を創造でき、そして実践できるような教員が求められていることが
あるかと思います。

鳴門教育大学は第3期（平成28年度～令和3年度）までも、頑張って
色んなことにずっと取り組んでまいりました。

学生の学びを支援するために、教員としての資質能力のスタンダード
というものを作り、それに従って学生の学びをガイドするような仕掛
けを作りました。

学生は、半期ごとにこの期はこんなことは学べるなということを
チェックしつつ、授業（講義・演習・実習）で学び、各半期の終わり
に、最初想定したものをチェックしながら、「学修キャリアノート」
（現状は紙媒体のものになりますが）に学んだことを記録し、自分の
学びを振り返る。そして、また次の目標を立てて、次の半期に向かう。
こういうサイクルをぐるぐる回る教員養成、学生の視点からいうと学
びを継続しておりました。

この仕組みによって学生が非常に力を付けたということがございまし
て、全国トップレベルの教員採用率を達成しているという点からも成
果が得られたと実感されます。

ただ現在の教育にまつわる状況を鑑みますと、先ほど第4期の目標に
あったような、創造的実践者の育成という点では、若干もう少し必要
なものがあるのかというふうに考えているというところです。

スタンダードというものを設定することで、学生にとって、それが一
種の目標になって、それに向かって学ぶように、ひょっとしたら見え
ていたかもしれないという部分があったかと思っております。

1点目は、「学修キャリアノート」を学生が活用して学ぶようなこと
をしておりましたが、紙媒体という点において、紙幅（記述量）が限
られている、学生が抽象的・一般的な書き方で留まらざるを得なかっ
たというような限界もありました。
例えば、「主体的・対話的で深い学びというものがわかった」のよう
に記録したりするのですが、それによって、具体的に本当に何を考え
たのかとか、何をもって、そういう思いに至ったのか、ということが
記述しきれないというような限界がございました。
そこで、このセルフデザイン型学修というものを第4期から展開いた
しまして、新たな教育課題に対応することも含めて、自分で自分の力
を高めることもできる学生の育成ということで、言い換えると、学び
方を学ぶというような言い方もできるかと思います。
2点目は、「スタンダード」という外的に設定されたあるべき姿を目
標にするのではなく、学生が自分がどうなりたいのか、そのために何
をすればいいのか、ということを考えていけるような支援をしたいと
考えています。特に、体験を通した学びとその省察を支援したいと考
えています。体験としては、教育実習、大学の講義というのも体験の
一種と考えてもいいかと思います。また、鳴門教育大学の学生は非常
に熱心で、子供対象のボランティアに積極的に参加するものが多くお
りますので、それもまた大切な体験となっています。それらの体験を
しっかり得て、その省察を通して、探究的に自分の力を高めていくと
いうようなことができるようにしたい、そういうような学びを支援し
たいということを、我々は目指しています。
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それは、学び続ける者としての教師に求められるという意味もありま
すし、児童・生徒がまさにその探究的な学びができるようにというこ
とが言われておりますので、児童・生徒ロールモデルとなるために求
められるというところの意味もあります。これは学習観・指導観の転
換というところと関わっております。

先程、ご来賓の小幡様のお話にもありましたが、「令和の日本型学校
教育を担う教師の養成・採用・研修の在り方について」（答申）が、
数日前（令和4年12月19日）に出ました。
新たな教師の学びの姿として大きくは2点示されていました。
1点目は、これが今考えているセルフデザイン型学修と非常に近しい
ものではないかということがわかりました。具体的に答申から言葉を
ピックアップしてみますと、「教師自らが問いを立て、実践を積み重
ね、振り返り、次につなげていく探究的な学びを研修実施者及びで教
師自らがデザインしていくことが必要になる」「子どもたちの学び，
授業観・学習観の転換を目指している」、「教師の学びの姿も子ども
たちの学びの相似形である」などがあります。
2点目は、理論と実践の往還という、これまで教職大学院で主なコン
セプトとして挙げられていた手法を学部段階の養成にも取り入れ、体
験とその省察による学びを実現する必要があるとあります。
国全体として、我々のセルフデザイン型学修と同じようなことが考え
られ、日本全国いろんなところで実施されるのだなと思いますと、非
常に心強く感じます。

それで、セルフデザイン型学修者を育てるということ、どうすれば育
つのかを考えるのがセルフデザイン型学修支援センターのミッション
になります。この、どうやって育てるのかということが非常に難しい
問いではありますが、これにチャレンジしていくことが我々の仕事に
なっていきます。

ここからは、令和4年度にセンターが新設されてまだ間もない段階で、
また不十分な私の個人的な考えになるかもしれませんが、少しお伝え
しようと思います。

学生への最も基本的な問いとしては、「あなたはどうしたいのか」と
いうことが大切であると私は考えております。自ら問いを立てる、自
分の問いを考える。それに向けて進んでいくということをすることが
とても大事です。ですが学部1年生に、このように問うことから出発
しますと、まだまだ学びが始まってない学生は非常に困惑すると思わ
れます。

そういうときに、その困惑している学生に「どういうことをするか、
どういう支援をするか」を考え、実践するのが我々の仕事の第一歩に
なります。

センターの支援1つ目は、漠然と「どうしたいのか」を問うのではな
く、例えば「授業の質を考える必要があるよね」とか「コミュニケー
ションについて考えることもあるよね」ということを一覧として示す
ようなもの、つまり教育について、自身の力量形成について考えるた
めの視点を示すということが挙げられます。
これもまた後ほど梅津理事から話があるかもしれませんが、第4期の
鳴門教育大学において「鳴門パースペクティブ」という枠組みを視点
として使うことを想定しています。
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センターの支援2つ目は、学びの履歴、学んだ内容、考えたこと、実
践事例について、これまでは主に紙ベースの「教育実習録」や「学修
キャリアノート」という形で蓄積してきた情報を、デジタルで蓄積し
ていけるように整備することを考えています。
ただ、デジタルで蓄積すると非常に膨大な量が蓄積できてしまう、そ
れはメリットがある一方で、データが溜まりすぎてしまうと人力で見
るのは大変になることが予想されます。そこで、どのようなデータが
蓄積されたかの可視化、要約、分析等をサポートするようなシステム、
「教員養成学修可視化システム」というものを構築して、学生の学び
を支援したいと考えております。

センターの支援3つ目は、教員養成学修可視化システムだけでは学生
が十分に学べるわけではないので、学生が探求的かつ自分で自分の学
びをデザインするということができるよう、初年次教育を学部1年生
の前期に実施し、その中で、学び方、システムの使い方等を伝えなが
ら、4年間の学びをデザインできるようにサポートしたいと考えてお
ります。

教員養成学修可視化システムとそれを活用した学びのプロセスについ
て、もう少し説明します。

学生は、週1回印象に残ったことをなるべく具体的に記録します。先
ほど申し上げたように抽象的なレベルで書いても省察に十分に役立ち
ませんので、具体的に記録することを初年次教育で伝えます。
クラウド上に蓄積された記述を集約すると、その学生がどういう分野
や内容に興味を持っているのか、どういうことを学んだり考えたりし
たか、どういう課題を持っているかを知ることができ、学生の興味や
学び、課題を見える化するような「教員養成学修可視化システム」を
構築しようと思っています。

これを使い、今まで活用してきた学修キャリアノートでやっていきた
ことと同様に、半期に1度する省察する機会を作ります。

省察のループとしては、この半期に1度のものだけではなく、もう少
し短期的にも生じると考えています。例えば、学部2年生の後期とも
なると模擬授業をする機会が増えてきます。時期によっては毎週省察
するというようなこともあります。模擬授業を計画して、実践して、
振り返る。その記録をシステムに蓄積し参照しながら省察のループを
回し、自分の課題を確認し、自分の強みを確認して、自分の学びをデ
ザインしていく。そのような学びのプロセスも想定しています。そう
いう学びを支援する可視化の仕組みをこれから作っていこうと思って
おります。

デジタル化することのメリットとして、これまではいろんな情報が紙
媒体だったので、あっちに書いたりこっちに書いたりといわばデータ
が散逸してしまっている状態でした。それが蓄積場所が一元化される
ということがメリットの1つです。そこから展開してAIを使った個人
の学びの可視化ができますし、さらに全学生のデータが集まってきま
すので、他の人たちのデータと自分の比較みたいなことができるよう
になります。ここで学生の学びを支援できるのではないかと期待して
います。
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さて，可視化システムを使った学びのループが、真に探究的な学び、
セルフデザインされた学びとなるよう、これから考えていく必要があ
ります。
参考になるアイデアがいくつもあります。探究的学習ということで、
文部科学省の学習指導要領にも、スライドのようなスパイラルが示さ
れております。あるいは、デザイン思考と呼ばれるものがあり、プロ
トタイプ（ラピッドプロトタイピング）を、なるべく荒くてもいいで
すが、素早く作って、それを媒介にしながら協働したり、試してみた
り、このループをなるべくたくさん回すことで、創造的問題解決する
ような方法論があります。また、市川力さんが提案された探究学習の
ための「みつかる＋わかるスパイラル」というような、なんとなく気
になることを集めて協働しながら、一覧しながら試行錯誤する中で、
自分の問いが立ち上がってきて、探求が始まるというモデルもありま
す。これらのモデルを参考にしながら、セルフデザイン型の学びを学
生にモデルとして提供していけたらと考えているところでございます。

以上、セルフデザイン型学修支援センターで取り組みたいことをお話
してまいりました。展開するに従って、データが集まってきて、そこ
から学生全体の傾向の予測のようなことにも使えるのかなと思ってお
りますが、今日お話しした以上のことも実現できないかと視野に入れ
ながら、取り組んでいきたいと思っております。

以上でございます。ありがとうございました。
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情報基盤センターの活動紹介を、センター所長をしています曽根から
説明したいと思います。

先程藤村機構長からも紹介がありましたが、情報基盤センターは本学
の学術研究及び情報教育に資する他、学内の情報基盤を整備すること
を目的として、設立されております。
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体制図としては、情報基盤センター所長の曽根と、情報システム分野
に美井野先生、情報教育分野に今日司会を務めている阪東先生がいま
す。
センターの事務室には、いろいろな受付、また技術的なサポートをす
る職員及び事務分野の情報システムを扱っている情報システム係が在
席しており、お互いに協調しながら、情報基盤センターを運営してい
ます。

最初に、情報教育に関して、基盤センターは何をやっているかという
ことを紹介します。

まず学部1年生2年生向けの授業を担当しています。
1年生向けに、「基礎情報教育」という必修授業があり、情報基盤セ
ンターで担当しています。この授業は少し変わっていて、実習と座学
が1コマずつ、週に2コマ受けないといけないという授業で、その中で
情報リテラシー関係の内容を扱っています。
また、昨年から数学の先生にも協力いただいて、数理データサイエン
スAIに関連する内容も授業の中で扱っており、これは数理データサイ
エンス教育プログラムにも認定されている授業になっています。
2年生になると、今度は「実践情報教育（Ⅰ～Ⅲ）」という授業を担
当しており、こちらはそれぞれの専門性に応じて、プログラムやオ
フィスの使い方、画像系のプログラム、そういうアプリケーションの
専門性を活かした学びをする授業を担当しております。

それ以外にも、「情報教育ジャーナル」という雑誌を創刊しています。
当初、情報処理センター広報という名の広報誌を創刊していましたが、
それを学術研究誌としてリニューアルして、基本的には毎年発行して
います。令和4年度末に、20巻を発行予定となっています。

ハードウェアの整備について紹介します。
学内の情報インフラを一手に引き受けています。
全学的な情報機器の導入運用などを担っています。現在、コンピュー
タシステムの入れ替え作業を行っていて、令和5年2月に第8期情報基
盤システムに入れ替わります。
大学全体・附属学校も含めたネットワーク整備を行っています。
これも藤村機構長から説明がありましたが、今現在Wi-Fiも全学的に
利用できるように整備しておりまして、非常に高速で、しかも、ほぼ
建物の中であれば、ほぼ全て網羅するような Wi-Fiの整備が、大学
のキャンパス及び附属学校も含めて、完了しています。
また、このWi-Fiは今クラウドシステムになっていて、今までWi-Fiの
システムだと、つながらないとか、使えなかったというような、相談
があっても、何が原因で繋がらなかったのかっていうのが調べるのが
難しかったんですが、現在導入しているシステムは、後からでも、こ
ういう理由でつながらなかった原因がシステム上に記録されているよ
うな仕組みになっています。
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今導入を進めている第8期の情報基盤システムは、従来から少し考え
方を変えて、BYODの考え方を一部導入したシステムにリニューアル
する予定です。
具体的には、ソフトウェアライセンスを見直し、これまでは端末セン
ターが持っている固有の端末にソフトウェア導入するということが多
かったんですが、これからは個人の端末にも一部導入できるようなラ
イセンスを試験的に入れてみます。それ以外にも、従来からも契約し
ていたサイトライセンスをより活用していくような方向で考えていま
す。

印刷について、これまでは、学生は印刷する場合、学内の端末にデー
タをコピーしてからでなければ印刷できませんでしたが、第8期から
は、自分の持っている端末からWebにアップロードすれば印刷できる、
そういう仕組みを導入することを考えています。

また、特殊な出力装置として、大判プリンター、レーザーカッター、
3Dプリンターというようなものが用意しています。
先程藤原センター所長からもデザイン思考の紹介がありましたが、そ
のデザイン思考をサポートするような、デジタルファブリケーション
をサポートするような空間というものを、情報基盤センター建物の改
修を兼ねて整備していこうと計画しているところです。

これまで、情報基盤センターは全学の情報システムについて整備をし
てました。
ただ局所的な最適化っていうのはできましたが、全学的な最適化・効
率化は情報基盤センターだけではなかなか難しい面がありました。

この度「教員養成DX推進機構」の設置により、機構長をはじめ3セン
ターが協力すること、事務組織にも協力いただくことで、全学的な最
適化・効率化が目指せるのではないかと考えております。
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遠隔教育推進センター所長の宮下です。

今日の私の話はこの4つの内容で進めたいと思っております。
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はじめに①として、鳴門教育大学における遠隔教育がどういうふうに
これまで進んできたのかというところを少しご紹介させていただきま
す。

2008年に「e-Knowledgeコンソーシアム四国」という仕組みができ
ました、「eK4」と呼ばれています。
四国内の国立5大学と私立3大学の8大学において、オンデマンドでお
互いの大学の特色ある授業を持ち寄って、幅広い内容の授業を各大学
の学生が受けられるようにということで作られた仕組みです。これは
単位互換の制度で、お互いの大学の授業を受講しにいくという方法で
始められたものです。これは学部の学生を対象とした事業でした。
この事業は、次に示す「知プラe」に吸収されて存続しております。

2012年から「eK4」から発展して、「知プラe：知のプラットフォー

ム形成事業」というものが四国の国立5大学で始まりました。
これは、オンデマンドで教養科目を共同実施しようとする事業です。
先ほどの「eK4」の段階では、各大学で授業を実施する単位互換とい

う形でしたが、この「知プラe」は5大学それぞれの大学の授業を各大
学の授業として、例えば鳴門教育大学で従来行われていた授業を香川
大学、愛媛大学、高知大学、徳島大学の授業として、5つの大学で同
じ授業が開講されるという形で実施されました。この事業は今でも継
続されており、令和4年度は全部で66科目が配信されております。こ
れも学部に関わる遠隔教育です。

そして、それと同じ時期2012年から、鳴門教育大学修士課程におい
て「遠隔教育プログラム」が始まりました。
この2012年の頃は遠隔教育の始まりの時期でして、みんなで手探り
で遠隔授業を展開していた記憶があります。
どういう風にして授業を収録したら90分間学生が学習できるのかとい
うことが、まだ教員も皆よく分かっていませんでした。例えば、教室
で普通に行われている授業をビデオカメラ持ち込んで収録したら、収
録して流せばいいんじゃないかと思うんですが、それを実際にやって
みると、まるで授業を見る気にならないんです。例えば野球を、外野
席に座って眺めているだけのような感じで、とても野球を実際にプ
レーして学んでいるとはいえない形態でした。そういう授業のやり方
は成り立たないということはすぐわかって、様々な方法で各先生方が
工夫しながら良い授業を年々作ってきたような経緯があります。
また、その頃は著作権の問題もクリアになっていなかったので、教育
分野では教室の中で著作物をコピーして利用することは認められても、
インターネットで配信する授業にも適用されるのかという点が問題に
なり、それは認められませんでした。この頃は全ての資料を著作権を
クリアして配信するか、あるいはもう最初から全ての資料を自分で作
らないと配信できない、というかなり苦しい状況でした。一部の教員、
特別な教員だけが遠隔教育を展開しているような状況でした。

2017年になると、教職大学院で単位互換が行われるようになりまし
た。
京都教育大学・香川大学・愛媛大学・鳴門教育大学が連携して、リア
ルタイムで授業をお互いに提供して、令和4年度も11科目がこの方式
で行われています。

2020年からコロナ禍により、全国の大学で遠隔授業をやらなければ
いけなくなり、これが大きな変化だったと思います。遠隔授業をやり
たいやりたくないではなく、全ての先生が遠隔授業に関わるようにな
りました。とはいえ、全ての先生が上手に遠隔授業を実践できるよう
になったとまではいえず、現在に至っていると思います。

そういった経緯を踏まえながら、2022年（今年度）から教職大学院
に遠隔教育プログラムが開設されました。
今この担当の教員は、一生懸命大変な思いをしながら、遠隔授業のコ
ンテンツを作っています。
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開設初年度（2022年度）は32名が入学し、2年目（2023年度）もさら
に同等の人数が入学する見込みです。これは、日本中で非常に多くの
学校の先生方が教職大学院で学びたい意思はあっても学べない現状を、
オンラインの仕組みを使って入学していただける、かなり関心の高い
仕組みであることを実感しました。

2023年度から学部において、「連携教職課程」という、四国の国立5
大学が連携し、教員免許状（美術、家庭、情報）を取得するための授
業をお互いに提供しあって免許を出せるようにする仕組みが始まりま
す。

このように様々な形で、これから遠隔授業がどんどん広がっていくと
いうふうに考えています。

コロナの影響で、皆様もこれまで考えたこともなかった、遠隔での会
議も最近では普通に行われるようになっています。
その中で大学の授業も、教室で対面授業を受けるということが当たり
前だった時代から、今オンラインでも授業を受けられるという状況で
す。それはまた、学生にとって必ずしも対面授業の方がいいとばかり
も言えないように思います。特に先ほどの教職大学院遠隔教育プログ
ラムのように、鳴門教育大学に入学して勉強したいものの、そこまで
遠方の大学に通えない人は当然いるわけで、そういった方々に鳴門教
育大学で授業を受けていただけるようになったという点は、遠隔教育
の非常に良い点だと考えております。

遠隔教育をこれから更に推進していこうということで、今年度
（2022年度）「遠隔教育推進センター」が設立いたしました。

主な業務は、
1. 学部及び大学院における遠隔型授業及び遠隔型研究指導等に関す

る支援
2. 大学間連携による遠隔型授業等に関する支援
3. 遠隔型授業等を活用した教育プログラムの開発支援
4. 講義と配信システムを活用した遠隔型教員研修プログラムの開発

支援
ということを内容にしております。

「遠隔教育推進センター」のスタッフは、教員が2名、アドバイ
ザー・メンター1名の合計3名、事務局は教務課学部教務係がサポート
しています。
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主な業務は、
1. 学部授業用LMS（「moodle」）の構築、運営、利用者支援：今

後は大学院や教員研修にも拡充していきますが、今年度はまず学
部の授業中心で行なっております。

2. 遠隔教職大学院のメンター業務：向井アドバイザーが、非常に熱
心にメンター業務を行っています。自ら全ての授業を受講して、
各授業をどのように学べばいいのか熟知した上で、非常にきめ細
かい学生サポートを行っています。

3. 遠隔教職大学院の発表会を支援
4. 遠隔授業制作環境の整備：今年度、地域連携センター201を授業

制作スタジオとして整備しました。
5. 遠隔授業開発のノウハウを学内で共有することを目的とするラン

チタイムミーティング：大学教員は、なかなか他の教員の授業を
見る機会っていうのはありません。ましてオンライン授業になる
と、他の教員はどうやって授業を展開しているのか全く分かりま
せん。そこで、他の教員の良い授業をお互いに学び合えるFDの
ような、FDよりももっと身近に、みんなでランチを食べながら、
自分のパソコンの前に座って気楽に他の授業風景を見ていただく
取組です。第1回目は「魅力的な遠隔授業コンテンツの紹介」と
いうことで、全ての授業を視聴した向井アドバイザーからおすす
めの授業を紹介しました。第2回目は「オンデマンド授業のすす
め」ということで宮下がお話させていただきました。第3回目
（2023年1月開催予定）は、オンラインでもアクティブラーニン
グが十分できるという内容を想定しています。

オンデマンド授業のメリットは、学生にとって個々の能力に応じた速
度で反復して学習できる、対面授業にはなかったメリットと思ってい
ます。

授業の中では先生に手取り足取り教えてもらうこと、そういう時間も
必要ですが、それ以上に、学生一人一人が反復練習をすることによっ
て能力を高められる点もメリットです。例えば、英語のセンテンスを
覚える、楽器の演奏、プログラミング、学生が自分で手や体を動かし
て実践することが大切な授業においては、むしろ教室で時間に縛られ
るよりも、学生の都合に合わせて学べることが有効だと思います。

大学教員が伝えたいことを十分に理解してもらえるような良いオンデ
マンドの授業資料があれば、それは対面授業で使っても非常にうまく
いく授業資料となります。必ずしも教員が教室・対面でいなくても授
業が成り立ってしまうということが分かってしまいました。

オンデマンド授業をうまく展開できるようになると、従来より多くの
授業を効率よく実施できるようなことになっていくのではないかと
思っています。

最後のスライドは、私の個人的な思いです。

授業・教室環境は変化しています。
30年前は黒板しかなく、そこに先生が一生懸命板書して学生が一生懸
命ノートにとって、という形で授業が行われていました。
今はICTを活用した授業が普通に行われています。プロジェクターと
カパワーポイントとか。あるいはインターネットとかYouTubeをその
まま流したりという形で授業を行われています。
そこへ、リアルタイムやオンデマンドの授業形態も入ってきて、私た
ちは板書からオンデマンドまで様々な形・ツールをもち授業を展開で
きるようになり、その中で最も効果的な授業を行うことへと仕事が変
わってきたというふうに思っています。
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世の中はもっと生産性を上げることを追求されている時代にも関わら
ず、大学教員は90分授業を90分かけてやっている状況は、実はおか
しいことかもしれないと少し思います。もちろん法令等で決まってい
ることなのでしっかり90分授業をやるわけですが、もう少し効率よく
授業に取り組める体制になっていけばいいなと思います。

本学の教員数は、30年前（1989年）には191名いました。今年度は
121名になっており、3分の2になってしまっています。
授業の数はほとんど変わらない中、大学教員も効率よく授業をやって
いかないと、仕事に追い囲まれて大変だと思いますので、ぜひオンラ
イン授業を活用して、効果的に教育研究に取り組めるような状況にな
ればいいなと思っております。

遠隔教育推進センターから以上報告させていただきました。
ありがとうございました。
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兵庫教育大学加治佐哲也です。どうぞよろしくお願いいたします。
鳴門教育大学に「教員養成DX推進機構」が設立されるということで、
本当におめでとうございます。心よりお祝い申し上げます。
今日の私のお話も、まさしくこういう方向を進めていくという趣旨で
す。

いただいたタイトルは「これからの教員に求められる資質能力と教員
養成の課題」です。
昨年3月に「令和の日本型学校教育を担う教師のあり方特別部会」が
中教審に設置され、その下に2つの小委員会ができ、そこで今のタイ
トルにあるようなテーマをずっと審議してまいりました。
本日はこのことについてかいつまんでご報告させていただきたいと思
います。

お話しする内容は、5点です。
時間が30分ということですので、非常に限られております。ポイント
にのみ絞ってお話させていただきます。皆様もご存知の、いくつかの
答申やガイドラインが出てきますので、まだ見ておられない方は、ぜ
ひ見ていただけるとよろしいかと思います。
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「Ⅰ学校教育の新しい姿」です。
国が示している学校教育の一番新しい姿は、昨年1月のいわゆる「令
和答申」というものにあります。令和の日本型学校教育の構築を目指
す、全ての子供たちの可能性を引き出す個別最適な学びと協働的な学
びの実現、これになります。これが今の一番新しい学校教育の姿を示
していると思います。

私が要約するとすればこの3点です。

副題にあるような「個別最適な学びと協働的な学び」。
それから「学校教育のDX推進」。鳴門教育大学がこういうことを
真っ先に推進されようとしているということになります。これは大学
はもちろんのこと、初等中等教育でもそうであるということです。
それからやはり「インクルーシブ教育」です。日本社会がこういう方
向を目指しています。だから学校教育も、やっぱりこれまで以上にイ
ンクルーシブ教育を推進していくことがうたわれていると思います。

他にもありますが、私としては、この3点がとりわけ重要かなという
ふうに思っているところです。

それで、こういうことを教師はこれからやっていかなければいけない
わけですが、この答申にどう入っているか、私なりにまとめてみます。
「教師と教職員の姿」ですね。
1つ目は、非常に変化が激しいと、DXがそれを象徴していると思いま
すが、それはやはり教師も変化を前向きに受けとめて、学び続けるこ
とができないといけないということです。同じことをずっと続けてい
けるっていう保証はどこにもなくなってきているということです。今
はDXですが、また違うことが当然何年か後には起こることも予想さ
れるわけです。しかもそれが想定外のことが起こってきますので、な
おさらです。

2つ目は、やはり教師のあり方が大きく変わるということです。それ
は、皆様がよくお聞きになっている学習観や授業観の転換が行われて、
教師もそういう転換をして、新しい役割を引き受けていくということ
になるということです。それは、子ども一人一人の学びを最大限に引
き出す教師、子供の主体的な学びを支援する伴走者だということです。
単純化していってしまうと、教え込むとか導くというよりも、子供一
人一人の特性を活かして、それを最大限伸ばしてあげるとか、あるい
は伴走者であるということです。子どもが主体で、それを支援する伴
走者だということになります。ここに大きく転換していかなければい
けないということになってきます。

3つ目は、教職員集団についてです。
多様な背景や高い専門性を持つ教職員集団にしなければいけないこと
を明確にうたっています。これまでも、チーム学校等が言われてきて、
それはこの方向であったわけですが、とりわけやはり教師一人一人も
教職員集団も変化に対応してなければいけないということになります。
そうすると、やはり同質的な集団ではなく、多様性の高いダイバーシ
ティの高い集団でなければ対応できない、というふうに言われている
わけです。要するに、レジリエンスの高い集団にしていかないといけ
ないことが全面に出てきたということになります。

鳴門教育大学教員養成DX機構開設記念シンポジウム ーこれからの教員養成におけるDXー

８．基調講演

Ⅰ「これからの教員に求められる資質能力と教員養成の課題」／兵庫教育大学長 加治佐哲也

門教育大学教員養成DX機構開設記念シンポジウム ーこれからの教員養成におけるDXー「鳴門教育大学教員養成DX機構開設記念シンポジウム ーこれからの教員養成におけるDXー」実施報告書

28

鳴門教育大学教員養成DX推進機構開設記念シンポジウム ーこれからの教員養成におけるDXー



もちろん、教育学部を出た人だけではなく、大学を出てからいろいろ
経験した方は教員にしないと、なかなか教師不足が解消できないとい
う実情もあります。
いずれにしろ、こういうことがこの答申では言われたということです。

ただ、この「令和答申」では、教師についてはそんなに言及している
わけではありません。新しい学習観、DX、個別最適な学び、インク
ルーシブ等について、担える教師になっていただかなければいけない
わけですが、それについての検討がまだ足りないということで、「令
和答申」の後すぐにこういう諮問が出て、この答申が出ました。
答申「案」となっていますが、12月19日（月）にこの形で答申が出
ており、新聞報道もされています。教師の選考採用試験の前倒しや早
期化ばかり取り上げられていますが、他にも沢山いろいろなことを
言っています。これも必要に応じて触れますが、ごく一部になるかと
思います。教師の在り方も、今後も大きく変わる可能性があることに
なります。我々教員養成を担当する者にとっても1つのまた大きい変
化ということになります。

答申が出たわけですが、その前に既に、いくつかの改革方針は出てい
ます。
「新しい教師像」は12月19日の答申でも使用されていますが、既に8
月31日に「公立の小学校等の校長及び教員としての資質の向上に関す
る指標の策定に関する指針」が改定されて出ていました。
これは2～3年前作られて改定されたということになります。この中で
新しい教師像、新しく求められる教師に必要な資質能力等が明記され
ています。

よくこの図が出ると思いますが、こういうことになりました。

4つの長方形・柱があり、真ん中が「学習指導」「生徒指導」です。
これはもう、これまでもずっとそうですよね。

特徴的な点は、左下の「注1）特別な支援・配慮を必要とする子供へ
の対応」。特別支援教育、広くはインクルーシブ教育も含め、生徒指
導や学習指導を行っていくためには、特別支援教育は不可欠であるこ
とです。ここで求められる資質能力は、全ての学校種の先生に共通す
る基盤的な資質能力ですので、全ての学校の先生方に特別支援教育は
必須であることを示しています。
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右側には、今日のDXもまさしくそうですが「ICTや情報・教育データ
の利活用」ができないといけないということです。
つまり生徒指導、学習指導、特別支援教育を行っていくためにはICT
や情報教育データの利活用が不可欠という位置づけになっています。

その下の「教職に必要な素養」は、これまでと一緒で、豊かな人間性、
責任感、教育的愛情、こういうものがその基盤になるということです。

さらに下にも小さく、上記に関連して「マネジメント」能力がありま
す。特に先生方にとっては、働き方改革にも関わりますがタイムマネ
ジメント等ですね。「コミュニケーション（ファシリテーション含
む）」は、伴走者という言葉も出ましたが、やはり学習観を転換して
いくためには、このファシリテーションの能力は必要です。先生方の
学びを促すためには、校長にもファシリテーションが必要ということ
になってきます。連携地域等々との「連携協働」も、あらゆる場面で
必要という形になっています。

こちらの資質能力の文章表現のようなことも用意されています。
こういう内容の研修が今後も増えていくことが当然予想されてきます。

教師の学びはどうあるべきか、私の考え方を含めて簡単に述べてみた
いと思います。

基本的にはこれまでと変わらないと思います。これまで言われてきた
ことを確認することは本当に大事だと思います。これまで大事だと言
われてきたことは一層大事だと思います。

やはり教師は高度専門職ですので、その主体性や自律的性が絶対必要
です。自ら学び、自らマネジメントするということです。この意識と
意欲が基本的に重要だということです。研修を用意するとすぐ「やら
されている」等の意見も出ますが、まずそういう意識を持つこと自体
が問題だと思います。
それから、子供たち、児童、生徒に、個別最適な学び、共同的な学び
が推奨されていくわけですが、教師も一緒だということです。教師の
学びも、個別最適な学び、協働的な学びにならなければいけないとい
うことです。子供の学びと教師の学びが相似形だということが言われ
ています。教師一人一人の特性や必要性に応じた最適な学びができる
ようにする、教師同士の学び合い、まさしく協働的な学び、授業研究
や校内研修等を盛んにしていく。これも、これまで言われてきたこと
ではありますが、ICTやDXが発達しますのでますます可能性が高まる
ので、当然学び続けて変化対応しなければいけません。
「最新の内容」は、特に先ほどの図があったように今は特別支援教育、
ICT・情報教育データの利活用等を絶えず取り入れた学びが必要とい
うことです。これは今後また変わっていく可能性もありますが。
これも言われていることですが「経験を振り返ることを基礎とした学
び、他者との対話から得られる学び、いわゆる省察」です。こういう
ことがもう本当に全面に出て言われるべきだと思います。ここをご確
認ください。
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「学びの環境づくり」は、何度も申し上げているように、校内研修と
授業研究交流をやらなければいけないと思います。当然、探究的な学
び、協働的な学びが必要です。

それからやはり多様な方法を活用するということです。対面はもちろ
ん、同期非同期のオンライン、ハイフレックス等を最適に組み合わせ
るということです。例えば従来の校内研修で講師を呼ぶ講義型の研修
や、場合によっては教育委員会の伝達型の研修等も、対面でなくても
十分なのではないか、むしろ対面でない方が効果的な面も多いかもし
れません。研修後に懇親会をする等があれば別ですが。
それから、やはり研修を作ったり、研修で指導することが一番の学び
になるので、それらもICT活用の方向になります。

リーダー育成、ファシリテーション、管理職の役割が非常に重要です。
同僚性、協働性も昔からずっと言われています。最近は心理的安全性
に基づく、そういう文化づくり、こういうことが求められています。
「新たな教師の学びの姿」というものができたので、是非これを積極
的に活用していくことが必要だと思います。

新しい研修制度について、去年の11月15日にこういう審議まとめが
出ました。これに則して、準備されつつあるということになってきて
おります。

これはもう、教育委員会の方々や校長先生はよくご存知のことだと思
います。大学も当然にこのことに関わっていくこともあります。
教員免許更新制が廃止・発展的解消になったわけです。今年5月に教
育職員免許法が改正されて、そうなりました。
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同時に「教育公務員特例法」が改正されてまた「新たな教師の学びの
姿」が法定されたということになります。
その時それをもとに、文部科学省が「研修履歴を活用した対話に基づ
く受講奨励に関するガイドライン」といういうものも出しております。
またぜひご覧になってください。

この「新たな教師の学びの姿」が何かというと、これは文部科学省が
作っている資料ですが、こういうものです。

端的に言うと、校長と1人の先生が対話して、研修の受講を振り返っ
たり、研修を奨励したりすることが義務化されているわけです。
その際に、この研修受講の履歴記録システムを、任命権者である都道
府県教育委員会が構築すること、これが義務化されています。
それを校長あるいは先生方も活用して、その対話を深め、自らの学び
を深めていく、そういうものです。
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ワンストップの研修プラットフォームというものが、運営は教職員支
援機構になると思いますが、作られます。
大学、教育委員会、教職員支援機構、公益法人、民間企業（大学と一
緒に作って出すことは可）等が出したたくさんの研修をプラット
フォームの中に位置づけて、先生方がそのプラットフォームにアクセ
スすれば、閲覧・登録・受講、場合によっては評価もそこでされてい
くという仕組み、これが今実現しようとしていることです。
こういう仕組みができたからやらされ感では困る、やはり主体的・自
律的な学びがまず第一です。ワンストップの研修プラットフォームの
広範多様な研修プログラムができるので、ここで個別最適な学びがで
きるということです。利便性が高いオンラインが多くなるでしょう。
校内研修や授業研究等も載せられるということになっています。

「研修受講履歴記録システム」を今、国が主導して開発しています。
この研修履歴記録システムは、研修プラットフォームと連携して連動
的・自動的に記録されます。

研修プログラムの質保証について、研修コンテンツはどんなものでも
いいわけではなく、やはり一定程度質が保証されたものしか載せられ
ないことになっています。ただ現実的には細かいところまで調べるこ
とは難しいため、教員免許更新講習のように外形的なもので質を担保
することになると思います。かつ結局実質は受講した後の研修の評価
がどうであるかということによって、また継続できるかどうかと言わ
れています。

ここが重要ですが、研修コンテンツの中に必ず学びの成果とその成果
を証明する方法を入れなければいけないということになっています。
様々な方法があると思いますが、これらが必ず入り、企画段階からで
きればやっていくことになっています。
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令和4年度第2次補正予算案は27億円つきました。
「新たな教師の学び」を支える研修体制の構築というのが出てきます。
まず1つは研修プログラムの開発。オンライン2時間もので600万円か
ける3分の2ぐらい出ると言われています。
それから、教育委員会と大学が連携した研修のモデルづくり、例えば
校長先生がどういうふうにして教師と対話して、その履歴記録システ
ムはどう活用するか、そういう研修モデルを作ることも含まれていま
す。

最後に、教員養成の課題に触れたいと思います。非常に大きいことを
申し上げます。

いろんな課題があるわけですが、一番の課題はやはり、常に学校教育
も大学教育も、そのカリキュラム・授業を良くすることですね。これ
はずっと課題ですし、新しいもの、特にDXを活用する力量を先生方
は格段に上げていかなければいけない、それは当然のこととして、大
きい課題をお話ししたいと思います。

教員養成が今後も非常に発展的で良いものになるためには、大前提と
して教師という職業が魅力化されてないと、当然ながら教職に入ろう
とする人は減ります。だから、教職の魅力が高まれば、当然教員免許
を取ろうとする人は増える。それを何とか図らなければいけないとい
うことになってきます。これはご存知のように、今国の政策課題はい
くつもありますが、その中の大きい1つだと言っていいと思います。
その背景は、教職が不人気という結果として、特に臨時教員・講師に
なる方が減ってきて、教師不足を招いているということですね。働き
方改革も進んでいますが、なかなか簡単にはいかないということもあ
ると思います。

そしてですね、処遇改善も本格議論されようとしています。給特法を
どうするか。大きな転換期に来ていると思います。教職を魅力化して、
能力の高い優秀な方々が先生にならないと、子供たちが迷惑するだけ
でなくて、子供がこれから背負っていく日本という社会の今後のあり
方に直結するわけです。これはもう皆様そういう認識、非常に現実感
をもって受け止められてきつつあるような気がします。
政治の方が本格的に検討しています。自民党の中に「令和の人材確保
に関する特命委員会」というものがこの11月にできました。ここでは
給特法に手をつけることも議論されていますが、方向性は出ていませ
ん。給特法を残したまま6％か8％にその調整手当を上げるだけで済む
のか、それともその法体系を壊すのか。壊すとすれば、我々国立大学
の附属学校や私立学校がそうであるように、完全な労働基準法の世界
に入ってきて、大変になります。

在校時間は全て勤務時間になりますので、とりわけ中学校はもう凄い
ことになります。もちろん勤務時間を減らさないといけないですが、
そうそう簡単に、部活をどうするとかいうことは進まないため、なか
なか厳しいものがあります。どこで折り合いをつけていくか、まだ今
のところ方向が見えてきていません。
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今年生まれる子供は80万人を切ると言われています。そうしたときに、
教員ニーズは子供の数と学級数で決まるので、必然的に教員の数は自
然減するわけです。だからかなり減っていくということが予想される
し、これまでも予想してきたわけです。少子化が加速して、教師ニー
ズの減少も更に加速するということです。ただ、とりわけ特別支援教
育、インクルーシブ教育に力を入れると言われていますが、特別支援
教育の力の入れようによっては、また減少傾向が変わる可能性もあり
ます。

いずれにしても、我々教員養成大学学部（私学も含む）は再編成が来
ると思います。ただ、規模が小さくなる右肩下がりだからそのままで
はなくて、結局そこで新たな魅力をどう作っていくかということだと
思います。いくつかの国立大学は共同教育課程を開設していますし、
大学等連携推進法人も活用して鳴門教育大学が中心となっている四国
の5大学は新たな魅力を出そうということをやっておられます。こう
いうことはさらに起こってくると思います。最近はこの秋の大学設置
基準の改正で、教育課程の特例制度も特区みたいなものが教職課程に
も適用されます。これは基準がないので、何かチャレンジングな取組
を国が認証（時限付き）して、新たな取組が進められるということに
なります。
その時は、おそらく複数の教職課程に複数大学で一緒に取り組むとい
うことになると思います。

なかなか厳しいですが、やはりニーズとともに教員を養成する数が
減っていくからこそ、むしろ教員養成大学・学部の存在意義を上げて
いかなければいけないと思います。

本日の鳴門教育大学のDXがまさしくそうですが、Society5.0対応、

新たな教師の学びの姿の実現について、研修、教職大学院（理論と実
践の融合）のみならず学部段階でもこれをやることが求められます。
学部でも実務家教員が2割必須という方向は、答申で出ています。
そこをやはり我々教員養成大学・学部は積極的に貢献する必要がある
と思います。

ただ、外形的な要素が大きく、学部の教員就職率を上げないとなかな
か厳しい気がします。自民党の特別委員会で委員長もはっきりそのこ
とに強く言及しています。これもずっと言われてきたことで、今年
（令和4年）は去年（令和3年）よりは若干向上しましたが、それでも
医学部等と比較すると低いとされています。それから教職大学院の学
生確保、これも向上していますが、まだまだもっと頑張らないといけ
ないところです。

以上、鳴門教育大学の教員養成DX推進機構の今後の成功を、特に日
本のこの分野での牽引役になっていただくという期待も込めて、私か
らのお話とさせていただきたいと思います。
どうもありがとうございました。
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鳴門教育大学の藤村から、教員養成におけるDXの推進ということで
お話をさせていただきます。

今まさに加治佐学長からお話があったように、教員養成は大きな課題
を抱えていることを私自身もひしひしと感じております。

1つは、質の向上の問題。先程子どもたちの学びが変わる、個別最適
な学び・協働的な学び、そしてその教育DXを含め様々な問題に対応

できる優秀な教員養成をしなければならない、ということ。同時に、
教育委員会とも協力しながら現職教員のリカレント教育も行っていな
ければならないかと思います。教育には不易と流行があり、不易の部
分は今まで通りしっかりしながら、DXのような流行の部分もしっか

り対応してしていくと。それも各大学単独でやるのではなく、まさに
今回加治佐学長先生にご参加いただいたように、教員養成大学が手を
取り合って共同して実施していかなければならないと考えております。
また、子どもたちは未来からの留学生とよく言われますが、先生方は
逆に言うと未来のデザイナーでもあります。
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おそらくこの後、本学の先生方からもいろいろお話があるかと思いま
すが、自ら問題発見して、これからの教育はどうあるべきか、そのた
めに自分はどうあるべきかということを考えられる、そういう教員養
成が必要と考えております。そのためのものが今回セルフデザイン型
学修という形で、この教員養成DX推進機構で考えているものです。

もう1つは、加治佐学長が1点目に挙げられた、教員志望者が減ってい
るという危機的な状況、この問題の解消に寄与するということも必要
だと考えております。私も加治佐学長と同様、自民党に呼ばれてお話
させていただきましたが、自民党も私自身も非常に強い危機感を抱い
ております。

そのためには教職員の働き方改革を支援するという1つの方向もあり
ますが、それだけではなく、やはり教職への憧れを持ってもらえるよ
うなコンテンツや場の提供も必要ではないか、ということを考えてお
ります。本学では実は先ほどの5大学連携の授業の中で、竹口先生や
宮下先生が「学校教員の世界」という、現場の先生方、全国の先生方
を取材して、教職の魅力を伝える授業というのも作ってまいりました。
そういったものをさらに拡充していく必要があるのかなを考えている
次第です。

DXの必要性として、このグラフをご覧いただきたいと思います。こ

れは日本の1人当たりの労働生産性です。実はOECD諸国では、平均
が下位に位置している。情報化が遅れているというイメージのある東
ヨーロッパと同等程度です。すでに国民1人当たりのGDPは韓国や台
湾にもはるかに抜き去られてしまっているという状態です。
従いまして、このICTの活用を含めてDXを進めていかないと、これか

らの将来、日本はやっていけなくなる、子供たちが幸せになることは
難しい、そういう厳しい状態にとどまっております。

もっと詳しく見ていくと、日本のデジタル競争力はGIGAスクール実
施後で29位になっています。実は10年前は世界96位、途上国以下で
した。ようやくGIGAスクールで上がってきましたが、未だとても先
進国と言える状況にない、途上国程度ですので、ここは日本の先生方
のデジタル化対応の能力を上げていくしかないと考えている次第です。
そのためには私たち大学教員もDXを行いながら先生方の能力も高め、
そして1つずつ能力を引き出すという点がセルフデザイン型学修の特
性です。
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先生方が学校現場に出たときの問題です。諸外国のICT活用状況比較、
PISAの国際学力テストのオプション調査で、他の生徒と協働学習す
るためにコンピュータを使う割合が日本は世界最下位、OECD諸国最
下位となっています。

私は昨年度全国を回り、学校デジタル化プロジェクトチームの武藤
リーダー等とも話しながら考えているところですが、やはりものすご
い格差があるという実態がございます。学校格差、教員間格差を解消
していく必要があります。さらにPISAの国際学力テストでの学力も、
このところ立て続けに下がっております。

これはなぜかというと、下がり始めた2015年の調査から、資料のよ
うなシミュレーション問題やCBT（コンピュータベースドテスト）に
変わったことも要因とされています。

日本の子どもたちは、情報活用能力を学校現場ではほとんど育成され
ていなかったため、シミュレーション問題なんて解けない。走った時
の気温や汗の量とか、そう言ったものの対応関係を考えることも苦手、
インターネット上の情報を読み解いたり信憑性を吟味することも苦手、
キーボードで文字を打つことが困難である、というような基本的な問
題点もございました。世界各国ではキーボードで文字を打つことは、
鉛筆で文字を書くことと全く同様です。
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教育現場が手をこまねいていたわけではなく、私も最初の立ち合いか
ら携わりましたが文部科学省が「MEXCBT（メクビット）」という
CBTを開発して、手を挙げればすべての学校において無償で使えるこ
とになっています。
資料のように、例えば展開図の問題はデジタル×リアルと非常によく
わかりやすく、これについての回答もでき、過去の全国学力学習状況
調査の問題や各都道府県が実施している学力調査の過去問題も入って
いて、ドリルシートも使えます。家庭での学びにも使えるので、こう
いった点も実際に、教育現場に出る前に、私ども教員養成大学でも、
しっかりと育てていかなければならないと考えています。
実は鳴門教育大学においても「N-CBT」という独自のものを開発し
て持っております。これは、教育実習に出る前に教員としての資質能
力コンピテンシーがどの程度育っているのかを測定して、一人一人の
育成すべき課題等を明らかにし、自覚しながら教育実習に出る、とい
うシステムでございます。そういう点では本学は一歩先駆けています
が、今後はそれを「MEXCBT」に統合しながら進めていく必要があ
ると考えている次第です。

また、学校教育（校内）だけの話ではないという大きな問題点もござ
います。
これは、同じくPISAの学力調査のデータですが、横軸は余暇のため
のICT利用、縦軸は宿題のためのICT利用です。右上にほとんどの国
が集まっており、趣味にも宿題のためにもICTを使うと。諸外国では
良い意味で個性化教育もちゃんと認めており、そもそもBYOD（個人
所有の端末を持ってくる）のため自由ということもあります。

それに対して、日本がたった1カ国だけ左下にある。これはとても問
題だと考えております。日本では残念ながらGIGA端末を趣味に使っ
てはいけないという指導もしてしまっていますので、若干再考が必要
かもしれません。

GIGAスクール構想を始める時期、多い時で月2～3回文部科学大臣と
直接協議しており、当初文部科学省はICT端末の持ち帰りは難しいと
いう回答でしたが、是非持ち帰って学校外でも学びに活用いただける
よう、文部科学大臣にお話して実現するように働きかけていただきま
した。

また、日本ではもっと困った問題があり、家庭での利用のタイプが違
うんです。
インターネット利用と学力の相関を求めたデータがあります。最も学
力が高いのは、インターネットを１日30分程度使う子どもです。これ
は学力世界一のフィンランドでも日本でも共通でした。何故かという
と、30分だけで止められる子供は意志が強く、学習も自力で進められ
るからとされています。それに対して、家庭でインターネットを4時
間以上使う子供は学力が低下するということも明らかになっています。
これはフィンランド等諸外国も日本も共通でした。

日本ではインターネット利用30分以上4時間未満の子供の学力との相
関が全く無相関ですが、諸外国ではインターネット利用30分以上4時
間未満の子供は明らかに使用時間と学力の相関があるという結果が出
ています。
日本の子供はICT端末を家でゲームや遊びにしか使っておらず、諸外
国では調べ物や電子ドリルといった学習のために使っているという
データがあり、日本では無相関ですが諸外国では相関がある（学力が
高まっていく）という点、少し反省材料ではないかなと思います。
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幸い、鳴門教育大学が位置する徳島県は、電子ドリル等も整備してい
ただき、さらに徳島市全ての学校は毎日持ち帰りを徹底しているので、
全国的に展開する必要があるというふうに考えている次第です。
先ほど最初の方で申し上げたこのDX、この全体的動的な把握集合知
の活用、個別最適アプローチも展望する視点から少しお話を申し上げ
ます。

実はデジタル庁の方で「教育データ利活用ロードマップ」というもの
が今年の1月に出てまいりました。
これを見ていただきますと、小中高も大学等もこの対象に入っており
ます。この中で、実は大学のところが記述が少ないのをご理解いただ
けますでしょうか。初等中等についてはあるべき姿が占めされている
のですが、大学については教務システムや様々な学修システムとの連
携などは記述されていません。

ちょうど一昨日、文部科学省で「学校におけるICT環境整備の在り方
に関する有識者会議」（第1回）が開催されていました。
その中で、幼児教育は非常にその情報化が進んでいます。保護者との
連絡もスマホで連絡して担任の手元のスマホに届くとか。それから健
康情報や、そういった様々な配慮事項も電子化されているのに、小学
校に持ち上がる時はなぜか口伝えで終わってしまっていたり。それか
ら、高校までの子どもたちの様々な活躍等、良い面でのデータを大学
で持ち上げることもなかなか困難だということが問題になっています。
そういった意味では一部の高校ではデジタルバッジというもので、子
どもたちの良い活動の部分を大学まで上げようみたいなそういったこ
とを始めたところもあります。幼小中高大そして生涯の学び直しとい
う、先程加治佐学長がおっしゃった教員になってから学び続けるとこ
ろを保証していくような教育DXを今後考えていくべきだということ
が話し合われました。

そして私が座長代理しております文部科学省の「教育データの利活用
に関する有識者会議」がございます。
そこでも、個人情報保護に留意しつつ、こういったDXを進めていく
べきであるという議論が、かなり突っ込んだところまで進んでおりま
す。
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例えば一例ですが「教育データ標準」というものに則って、大学も教
務系に限らず全ての情報をシームレスに運用することが必要です。例
えば大学も健康診断しますが、パーソナルヘルスレコード、健康情報
もうまく医療機関とも共有すれば、健やかな健康状態を保証すること
もできます。それから本学はシングルサインオンで極力使えますが、
システムごとにIDパスワードが違うという課題もあります。
「OneRoster」という国際標準規格でデータ連携もでき、年度講習も
非常に簡単にできる、という仕掛けです。鳴門教育大学の資格取得プ
ログラムもデジタルバッジというものを使ってやれば、オープンバッ
ジという規格で資格証明ができて、就職後もそれを証明することがで
きるということが言われております。

そして様々なデータを、e ラーニングのソフトウェア仕様xAPI 
（Experience API）という規格を使うと様々な情報をかけあわせてリ
アルタイム分析ができます。これらを実現するための教育データ標準
というものを作っております。
まず主体情報としては児童生徒IDと書いてるもの、学生の名簿情報に
当たる学籍番号・氏名。そして教職員番号が、初等中等教育ではきれ
いに振られてますが、大学はバラバラに振られておりますので、ここ
の統一が必要になります。学校IDは、私も委員をやりまして、すべて
の幼稚園から大学院まできれいに番号が振られ、200年間変更の必要
がないものを作成いたしました。

そして、初等中等教育は学習指導要領コードがありますが、大学教育
にはありません。なぜかというカリキュラムは各大学ごとにバラバラ
で体系化することは極めて困難であると考えております。
しかしながら「③活動情報」というところをご覧ください。
従来欧米諸国では学校教育は学習のみを担当します。例えば日本で行
われる心の教育、知徳体と日本では言いますが、徳の部分は宗教の担
当であるから学校教育では行わない。さらには体育も、それは社会体
育の仕事だから学校では体育という授業がないという国もたくさんあ
ります。
それに対して「令和の日本型学校教育」の「日本型」という点が知徳
体のバランスを良くしましょうということもあります。
欧米ではスタディログという学習履歴という概念は従来ありましたが、
日本ではここにある生活情報、学校の出欠、健康状況等の、ライフロ
グという概念が必要になります。
またさらには、スタディログ、ライフログに対して教員がどういう働
きかけをしたら効果があったのか、どういう子に対しては効果が上
がったがこういう子に対しては効果がなかったみたいなものをデータ
として取っていかないと、先生方への支援ができません。そこで日本
ではアシストログ（指導活動情報）、指導に関する行動における指導
分野の記録、どんな教材提示をしてどんな発問発言したか。それだけ
ではダメで、アシストログ・ライフログ・スタディログを掛け合わせ
ると、こういうタイプの子にはこういう支援が効果的ですという情報
が生成できます。

そのためにライフログ、アシストログを日本で追加いたしました。
ここに書いてある「児童生徒ID」「学校ID」「ライフログ」「アシス
トログ」は、実は鳴門教育大学発祥でございます。世界で初めてこれ
らを提案したのが本学でありまして、最近では国際学会等でも講演依
頼されるような状況です。これを本学でうまく生かして教員養成DX
を進めると、学生の学びに対して、私たちが効果的な支援できたかど
うかというフィードバックを得ることができますので、ぜひその辺も
今後研究してまいりたいと考えております。
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もう1つ問題がございます。情報セキュリティの話です。
鳴門教育大学は「情報基盤センター」がセキュリティを守ってくれて
おりますが、最近は非常に巧妙な攻撃があります。例えば学内の情報
基盤センターからのメールになりすまして、ウイルスの注意ですこれ
が開いてみてください、ですとか。それから、ちょうどニュースにも
なりましたが、大学の教員を標的として学会からの査読の連絡ですと
か。その本人のメールボックスを見て、過去のメールを分析した上で
偽物のメールを送ってきて、で、迂闊にクリックしてしまうとマル
ウェアに乗っ取られて情報見られたり、そこを踏み台にして大学の
サーバーがやられたりということが頻発してございます。そういった
点を、うまく守りながら、安心して情報を活用できるということも教
育DXには絶対必要です。

「教育情報セキュリティ」という概念は私が提唱して採択されたもの
ですが、私も委員として「教育情報セキュリティポリシーに関するガ
イドライン」。

従来は学校で言うと工務系の回線と学習系の回線を分けてシステムの
サーバーの設置場所も分ける「境界防御型」というセキュリティを
取ってまいりました。しかしながらそれだと先ほど申し上げた各種情
報の連携ができません。例えば教務系に入っているものと学習系とは
かけ合わせができないと言うことが発生するので、高い費用をかけて
中間サーバーを置いて、両方からデータを持ってきて掛け合わせるこ
とが必要になります。
それではなかなか情報の活用や教員養成DXも進まないということに
なります。そこでゼロトラスト（誰も信用しない）、その代わり回線
は1本でいいと。そこでコスト低減を図りながら、例えば二要素認
証っていうのは、今必要になってきていると言われています。四国で
は愛媛県西条市で先生方は顔認証を使っていらっしゃいます。
IDパスワードだけではダメだということです。例えば大学も、そうい
う成績情報へアクセスする時は二要素認証を通していく等も必要に
なってきます。具体的に、ある8つの要素技術、多要素認証というも
のもあり、端末のIPアドレスが位置情報、例えば大学の中からアクセ
スしているフリをして学外からアクセスしていることを判別したりで
きます。

IDパスワードがたくさんあるとメモを貼ったり等リスクがありますが、
シングルサインオンを鳴門教育大学では対応しています。そして、通
信の安全性でウェブフィルタリングや通信の監視というものが必要に
なってきます。そして端末（学術的には個人が持っている端末もあり
ますが）、サーバーも含んでおります。この安全性に関する要素技術
という意味ではMDM（モバイルデバイスマネジメントシステム）と
いいまして、１台１台の端末をちゃんと監視して安全を確保する、大
学の場合おそらくこれが絶対条件になると考えています。なぜかとい
うと、BYOD（個人所有で学生が端末を買って大学へ持ってくる）で
機種もバラバラ、OSもバラバラと言うことが想定されます。
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現在でもアメリカやフィンランド等ではこの状態で小中高やっていま
す。実は現在、兵庫県でこの実証実験をしていますので、これらの知
見を取り入れながら、今後整備していく必要があります。
また、アンチウィルスはもう皆さんお使いだと思いますが、非常に重
要なのはふるまい検知（EDR）という技術があり、サーバーにアクセ
スして誰が何をやっているかを長時間監視し、例えばデータを盗みだ
そうとしている判定を出してすぐそれを遮断する等、かなり強力な防
衛手段です。ただしコストもかかり、技術も必要です。ガバメントク
ラウドといって、今日本ではすべて同じシステムで日本全自治体共通
でやることになっています。その中の「就学援助システム」について、
私が座長となり作っております。心配な点は、実はガバメントクラウ
ドに合格した日本企業は残念ながら1社もないことです。外資系の日
本企業では合格したのが唯一日本マイクロソフトになります。

本学は日本マイクロソフト社と包括連携協定を結び、こういう高度な
教育DXが実現可能であるようにしております。また、データの暗号
化といったものも、非常に重要な技術になります。

これらを取り入れながら、安心してDXしていただきたいと考えてい
ます。もう1つポイントはNGDLE（Next Generation Digital Learning 
environmentの略）という考え方で、1社で全てのシステムを作るこ
とは事実上不可能なので、いろんなシステムが連携動作するという発
想です。

このために、SEIUS（Secure Educational Information Utilizing 
System）というものを、文部科学省の方でご理解いただきながら現
在開発、実証研究が進んでいるところです。

先ほど藤原セルフデザイン型学修支援センター所長が言ったように、
データのアナリティクス、AIで分析するということをしながら先生方
へ返すと。
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現在実証実験で、文部科学省の予算で教員支援システムがつながるよ
うなリコメンドの抽出を今やっているところでございます。

21世紀型能力の中では、「情報スキル」が読み書きそろばんと全く対
等な基礎学力である、この考え方がまだ日本に浸透していません。後
ほど梅津理事からお話あるかと思いますが、カリキュラムがこの自律
的活動力を前提として教師の学びにつなげる、ここの発想を大切にし
た教育DXを行いたと考えております。

AI分析してシステムからリコメンドするだけでは不十分で、教員が会
えるリコメンドが必要だと言うことも既に分かっています。何故かと
いうと、個別化してしまうと協働的な学びは困難になるからです。

実は現在、「生体情報活用プラットフォーム」という、タブレットや
かスマホを開いているだけで、授業が面白かったか面白くないのか、
よくわかっているかわかってないのか、ワクワクしているかどうか、
そういった情報を得るシステムも、既にもう文部科学省予算で開発を
して基礎実験まで成功しております。
こういったものも取り入れると、セルフデザイン型学修ももっとうま
くいくのかなというふうに考えています。
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スライドのように各センターが頑張ってくれています。

是非とも今後の教員養成DX推進機構の活動への注目・参画・ご協力
をいただければ幸いでございます。
以上です。
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９．記念シンポジウム「これからの教員養成とDX」

コーディネーター挨拶／鳴門教育大学セルフデザイン型学修支援センター 泰山 裕

よろしくお願いいたします。鳴門教育大学の泰山と申します。
今からは「これからの教員養成とDX」というところで、シンポジウムを進めていきたいと思っております。私が、コーディ
ネート担当いたします。これまでのご参加いただいた先生方、すごくいろんな情報があって盛りだくさんというところですが、
結局社会が変わっていくから学校も変わらなくてはいけない、そして教育も変わりますよね、っていう前提が異口同音に、い
ろんな先生から細かくご紹介をいただいて、だからやっぱり教員養成の形も変わっていく必要があるというところ、これは皆
さん感じられているところなのかなと思っています。ただ、じゃあどうやって何を変えたらいいのかみたいなことが今日の1
つのシンポジウムのテーマかなと思っています。

で、そういう課題に対して鳴門教育大学では「教員養成DX推進機構」という組織を作り、そしてセルフデザイン型学修支援
という取り組み、つまり教員養成課程のカリキュラムを変えていくとか、学修環境をどういうふうにデザインしていくか、取
り組んでいこうとしている状況が現在地になると思います。今日は、そういう鳴門教育大学の取組をベースとしながら、先生
方といろいろ議論ができればと考えているところです。今日シンポジウムとしては70分程お時間を頂いております。これから
4名の先生方に各10分、プラス確認的な質疑応答があればそれを追加して、少し話題提供いただくという流れになります。

1件目は、徳島県教育委員会教育次長の生田先生から、教育委員会として求める教員像の話。
2件目は、それを受けて大学としてはどういう教員像を目指す教員養成を想定しているのかを梅津先生から。
3件目は、そういう課題に対してDX、セルフデザイン型学修がどういうアプローチを考えているのかを藤原先生の方から。
4件目は、益子先生からその3件のお話を受けてDXにおける課題や論点・疑問点を出していただく。
その後、残りの時間は4名の先生方に加えて、今参加いただいてる先生方ともやりとりができればと思っております。ご参加
いただいてる先生方のご意見・ご質問等を一人一人発言いただくと、ちょっと時間がなくなってしまうので、チャットで受け
付けたいと思います。全ての質問には触れられないかもしれませんが、画面右上のチャット画面からお願いします。@（アッ
トマーク）で誰か個別に指定しなければ全体に流れますが、今の話について他の先生の議論や意見が聞きたいとかもしあれば
是非入力をいただいて、適宜拾いながらという形で進めたいと思います。

まずは全体の流れをこのように考えております。
今から10分ずつという短い時間で大変恐縮ですが、それぞれの先生方から話題提供をいただければとに思っております。
それではまず、徳島県教育委員会教育次長、生田先生からご提案をお願いできればと思います。よろしくお願いいたします。
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徳島県教育委員会教育次長の生田と申します。
10分間という短い時間なので概要だけになるかと思いますが、よろし
くお願いいたします。
徳島県教育委員会として「教育委員会が求める教員像」について話を
させていただきます。

まず背景ですが、これまでのお話にも出てまいりました、ここに挙げ
たような背景があるかと思います。
特に3つ目の「DX時代」については、教育DXが話題となっています
が、それ以外にも昨今例えば漁業DX・農業DX・観光DX等、様々な
DXが言われております。それから幅広いカリキュラムということで、
キャリア教育、主権者教育、消費者教育、その他〇〇教育というもの
がどんどん増えております。
非常に幅広い対応が求められているという背景がございます。
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その中で「求める資質・能力」について、いつの時代にも、そしてこ
れからの時代に特にということで、これから教育を目指される方はも
ちろん、今現在教職についている方についても当てはまるものかと思
います。

では、先ほどから出てきた「教員育成指標策定の指針の5つの柱」。
この①から⑤に沿って整理をさせていただきたいと思います。

①の「素養」でございます。
1つ目は「教育ビジョン」。これはよく言われることだと思いますが、
最初に述べた背景、今の時代の背景、社会の背景を踏まえたものでな
くてはならないと思います。独りよがりのビジョンであってはならな
いと思っております。
2つ目は「高い倫理観」。本県でも、不祥事の根絶に取り組んでいる
ところですが、なかなかこれに至っておりません。そもそも論として、
教職員である前に人間として許されないものは許されないというとこ
ろで、高い倫理観を持った教員を求めております。高い倫理観、そし
て強い使命感を、教職に就いてすぐから退職までずっと持ち続けるた
めにはどのようにすればよいかということを、これから県としても考
えていかないといけないと、考えております。

続いて「4つのC」。コミュニケーション、コラボレーション、クリ
ティカルシンキング、クリエイティビティということです。
このうち特にアンダーラインを引ているクリティカルシンキングは、
批判的なという意味もありますが、客観的ということも言えます。鵜
呑みにするのではなく、しっかりと事実を見つめて判断するという、
そういう力が必要だと思っています。
また、タイムマネジメントは、先ほどのお話にも出てきました働き方
改革にも関連しますが、時間を管理するということは自分の行動を管
理するということになるかと思います。自分をしっかりと客観的に見
つめて、そして自分の行動をしっかりとマネジメントできるような人
材を求めています。
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さらにはレジリエンスを挙げました。残念なことに若手を中心に休ん
でしまう教員が後を立たないような状況です。これは、教員をめぐる
環境にも影響されているところだと思いますが、そういう状況の中で
しっかりと立ち直る力、しなやかな強さというものを求めております。
特に最近、様々な不都合、自分の想定通りにはいかないこと、生徒指
導上や保護者対応上の様々な危機が発生してまいります。そういうこ
とは、あって当たり前という想定をして、そしてどう立ち直るか、ど
う立て直すかというところができる教員になってほしいと、願ってお
ります。

続いて②③④の柱です。
児童生徒に対して、多くの選択肢や意思決定の場面を与えられる教員
になってほしいと思います。児童生徒に対して「あなたはどうしたい
の」「どうしたらうまくいくと思うかな」という風に問える、対話の
できる教師になってほしいと願っております。

児童生徒に対しても先程の「4つのＣ」の育成ができること。
それから、特別な配慮や支援が必要な児童生徒に対して、しっかり工
夫しながら柔軟な対応ができる教師になってほしいと思います。これ
は、特別な配慮や支援が必要な児童生徒だけではなく、すべての子ど
もが安心して学ぶことができる環境につながっていくと考えられます。

児童生徒の学びや成長の「伴走者」であってほしいと思います。
ここへ来る前にブラインドマラソン協会のホームページを見せていた
だきました。伴走者の役割というところが書かれており、目の不自由
な方の伴走をする上で、伴走者の役割として、いくつかのことが挙げ
られております。例えば選手としっかりと話し合ってその選手のニー
ズを受け止めるということがございました。これは教員にも当てはま
ることだと思っております。
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続いて⑤の柱「ICTや情報・教育データ利活用」です。
今日の会の中心に関係するところだと思います。
1つ目、時代の変化への認識ということで、この時代が圧倒的なス
ピードで変化しているということへの認識を持った教員であってほし
い。教員というのは時代の流れから取り残されがちと言われています。
しっかりと変化を前向きに受け止められるような力量を持ってほしい。
2つ目、ICT環境やデジタル技術の理解と技能の取得というスキルも必
要だと考えております。

本県では、1人1台端末を小学校から高校、特別支援学校まですべての
児童生徒に対して整備をしたところです。
その活用について、しっかりと発想し、それを子どもたちの成長につ
なげられる実効性のある実践ができる教員になってほしい。そして、
それによって新たな価値を生み出せることが必要かと思います。実効
性のある実践ということで、先日ニュースでアップルのCEOの方が熊
本市の小学校を訪れて、国語の授業実践をご覧になっておりました。
朗読に合わせて音楽を当てはめるということによって、朗読をしっか
りと盛り上げていくようなことをグループでしているような実践。1
人1台端末を使って協働的にしている授業をご覧になっていましたけ
れども、まさにそれによって、子供たちには「4つのC」が育てられ
ていると思います。新たな学びの姿あるいは学校の魅力化・特色化に
つなげられるような価値創造という点で、そういうことができる教員
になってほしいと願っております。

最後に教育DXということで今日の話題になります。
例えば、デジタル技術による学習分析とデータの活用、あるいは遠隔
教育やメタバースの活用によって、子どもたちに多様な経験、あるい
は学びの機会を確保していけるようになってほしいと思います。ただ、
そのためには教員自身がそういう経験をすることが必要です。今後そ
ういう点で、鳴門教育大学の方にもご協力いただけたらというふうに
思っております。

これまで徳島県教育委員会としては、人材育成の取組として次のよう
な形で取り組んでまいりました。
GIGAスクール構想につきましても先ほど申し上げたように、すべて
の児童生徒に1人1台端末を整備して、資質向上、子どもたちの能力の
向上に努め、それができるような教員の研修も進めてまいりました。
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それに加えて、鳴門教育大学との連携があります。
特に「連携協議会」とその下に部会を設け、それぞれの部会で協議を
させていただいているところです。
また、大学院の方に現職の教員を派遣させていただいて、様々な学び
をフォロー、支援していただいています。
「スクールリーダー・マネジメント・プロジェクト」では、主幹教諭
の研修を担っていただき、主幹教諭だけでなく、大学院派遣教頭の能
力の向上という点でも非常に効果が上がっていると思います。ご協力
いただいて、感謝しているところでございます。
徳島県全体の教育力向上につながっていることだと思いますので。今
後も本機構を含めて、ご協力・連携をお願いできたらと思っておりま
す。

最後になりましたが、セルフデザイン型の研修について、これは教員
養成時だけではなく、ライフステージすべての段階で、セルフデザイ
ン型で資質向上を図っていくことが必要だと思います。伴走者には、
ランナーよりも高い走力、周囲を見る視野の広さが求められたりしま
す。そのためにそれぞれが育成指標等を活用して、自身の資質能力を
しっかりとセルフデザインできるようになっていくことを望んでおり
ます。
また、2つ目にウェルビーイングということをあげました。働き方改
革が言われておりますが、なかなか進んでいない状況もございます。
ただ、教師自身が充実して幸せであるということは、子供たちにとっ
ては一番の教育環境であると思いますので、タイムマネジメントを含
めてウェルビーイングを達成できるような教員であってほしいと願っ
ているところでございます。

以上、教育委員会が求める教員像として述べさせていただきました。
いろいろご意見をいただきたいと思います。ありがとうございました。
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鳴門教育大学で教育を担当しております、理事の梅津正美です。
令和5年度から運用いたします本学学士課程の新しい教員養成カリ
キュラムの特色について、「鳴門教育大学におけるこれからの教員像
と教員養成のためのカリキュラムの内容」という観点でご説明させて
いただきたいと思います。

本シンポジウムのセンター紹介において、藤原センター所長が「目指
す教員像とパースペクティブ」と言う言葉を掲げ、その一端の説明を
しておりました。
改めて、本学は第4期における教員養成像を次のように定めました。
教師として主体的に学ぶ力を有し、子供の多様性や教育課題の複雑さ
に対応した教育実践を作り出していく教師（創造的実践者としての教
師）を育成する、というものでございます。
この教員像を念頭に置きながら、目標、内容、方法を貫くカリキュラ
ム編成の考え方を明確にした上で、学部4年間の教員としての成長を
見通しながら、学びのシーケンスをどのように構築していくかという
ことがカリキュラム造りの実際の課題になります。私たちは第4期の1
年目である今年に、まず目標に関わる教員に求められる資質能力の体
系について再検討に入りました。その時のキーワードに「パースペク
ティブ」という言葉を用いました。
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これが「鳴門パースペクティブ」の領域、観点、内容、そして概念図
と言うことになります。
このパースペクティブは辞書を引きますと、見方、考え方、観点、見
通しといった言葉で、表現されるものです。
私どもはこのパースペクティブという用語を与えながら、教員に求め
られる資質能力を「教職コンピテンシー」、そして社会人として汎用
的に求められる能力の部分を「トランスファラブルスキル」という2
層で捉えました。

「教職コンピテンシー」は4領域12観点で、それぞれに定義と内容を
与えております。

「トランスファラブルスキル」も4領域14観点それぞれの定義と内容
を与えて捉えております。

ここまでの説明とスライドに照らし合わせて、今まで本学が教員養成
において到達目標・評価規準として用いていた「鳴門スタンダード」
とのコンセプトの違いであります。
パースペクティブの内容を見る限り、スタンダードとどこが変わるの
か、パースペクティブという言葉に変えたところで、それは言葉遊び
ではないかと問われるかもしれません。皆様もおそらくここまでの説
明だけではその違い等をなかなか十分に理解していただくのが難しい
のではないかと思います。

そこでもう1回この図解に戻ります。

教員養成のための大学教育を展開している本学にとって、パースペク
ティブを構成する2つの資質・能力の体系は、まさにスタンダードと
しての側面を確かに残しています。即ち、個々の授業担当教員が作る
シラバスには、授業の趣旨理念を押さえながら到達目標というのをや
はり明確に定めて書かねばなりません。
そして、その到達目標を実現するために、「教職コンピテンシー」
「トランスファラブルスキル」を参照しながら、それぞれ自分の授業
で学生たちに保証しようとする資質・能力と結びつく学修課題を立て、
その学修課題を実践していくように15回の授業回を構想するというこ
とが、大学教員の授業構成の営みになろうかと思います。大学教員の
授業構成という観点からは、スタンダードという考え方はまだ生きて
いる訳です。

その上で、あえて新たにパースペクティブという言葉を使ってそれは
見方・考え方や観点であると捉えている意図を説明しなければならな
いと思います。スライド左の概念図は、トランスファラブルスキルを
中核に置きながら、その外層に教職コンピテンシーを配置しつつコン
パスをイメージしたものです。
御案内のとおり、コンパスは方向を指し示し、道に迷わないようにコ
ンパスに従いながら自分の道を切り開いていくというイメージです。
学生たちの学びに着目しますと、学生たちはこの4領域12観点の「教
職コンピテンシー」や4領域14観点の「トランスファラブルスキル」
を1つ1つ積み上げ、総体として自分の力量を高めていく。これまでの
規準準拠型の発想で学びを展開してきた考え方を転換したいと思って
います。学生が、授業を受け、教育実習で書き記してきた実習録、指
導案、感想、互いのディスカッションによって生み出されてきた合評
会の資料等、あらゆる学修記録をスタディログとして蓄積し、
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教員の力量として学生自らが重点化する観点を定めながら、その観点
ごとに蓄積されたスタディログを自ら省察し、省察した内容をまた記
録に残し、相互のディスカッション、教師対学生、学生同士、あるい
は社会の人々との対話を通じて、パースペクティブをコンパスとして
活用し、分析・検討・解釈し、意味づけていく。そして、4年間自ら
が徐々に成長させてきた教職力量の強み、伸びたところ、まだ課題で
あって改善すべきところ、それらを見出していく。まさにPDCAサイ
クルの学修を展開していくことで「創造的実践者としての教師」を養
成していく。そういうところに教員養成教育のポイントがあり、そう
した学生たちの学修に資する資質・能力の体系として意味づけ、創り
出したものが「鳴門パースペクティブ」ということになります。
鳴門パースペクティブは、令和4年度の検討・開発を経て令和5年度か
ら実施する学士課程カリキュラムにおいて活用されることになります。

学びの具体について、先ほど私はカリキュラムを構築するに当たって
は、目標・内容・方法を貫く編成と、4年間のシークエンスが重要で
あるということを申し上げました。まず概念的に理解をしていただき
たいのは、「現代的教育課題対応科目群」と「ICT活用指導力育成科
目群」というものをコア科目として設定し、これに教育実習をコア科
目として組み込みながら3科目群をコア科目群としてカリキュラムの
軸にして、初年次教育である教養教育とも接続させながら、体系を
作っている点です。そして、コア科目群を支えるように教職科目や、
領域・教科教育科目を配置するという構造でカリキュラムを編成しま
した。そして本学のカリキュラムの背骨にあたる方法が「セルフデザ
イン型学修」となります。この学びによって学生たちは、鳴門パース
ペクティブが指し示す観点を使いながら、自らの学びを蓄積し、省察
し、意味づけ、改善をして、教職力量をさながら山を登るかのごとく
伸長させていく、このようなイメージとなります。

もう少し、コア科目群を中心に学びのイメージを具体的に描いていた
だきたいと思います。
「現代的教育課題対応コア科目群」は、1年生の「鳴教大生学びの第
一歩、自己・他者・地域・世界の課題解決」科目（2単位必修）から
スタートし、具体的な現代的教育課題に対応するための学びを深めま
す。グローバル化・多文化時代の学校教育、あるいは本学の特色と自
認しております「性に関するダイバーシティー教育論」「いじめ防止
論」「発達の多様性に応える教育」これらの科目を必修として位置づ
けました。
「ICT活用指導力育成科目群」は、教養科目「学びのセルフデザイ
ン」（2単位必修）からスタートし、いわゆる教職の第2欄と第3欄等
を使用しながら、1年生から4年生に至るまで一貫して力をつけていく
組み立てにしています。
そしてそこで培った教職力量を教育実習で発揮し、揉んでもらい、最
終学年の出口保障の学びである「教職実践演習」において結実させる。
このような形で、現代の教育課題に応えつつ、ICT活用指導力も武器
に使いながら、新しい創造的実践者としての教師が育っていくカリ
キュラム編成を考えた次第です。

最後に一言だけ課題を申し上げたいと思います。今説明いたしました
のは、ある意味まだ実践前のカリキュラム開発というひとつのアウト
プットを示したものです。令和5年度からの実践による検証、すなわ
ちどのような教職力量を持った教員を社会に輩出したかというアウト
カムが重要であり、それこそが教員養成大学としての勝負の分かれ目
になると自覚しております。重要なのは、学生が将来教員として学び
のデザイナーになるためには、教員養成教育を担う大学教員が、学び
のファシリテーターになれるかどうかがやはり肝であるというふうに
考えており、今後一層の努力を続けてまいりたいと思います。

以上で発表を終わりたいと思います。ありがとうございました。
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先程お話させていただいたことと重なる部分がありますけれども、
「DXによる教員養成の可能性」ということで改めて話をさせていた
だきます。
この可能性としてはここまでのいろんな先生方お話しされてきたので、
ずいぶん可能性があることは感じられていることと思います。

DXの定義から改めて入らせていただきます。
これは閣議決定されたもので、基本計画というものが中に書かれてい
るものです。どちらかというと経済分野の話ですので、キーワードの
ところだけ少し読み取って、あとは教育に置き換えてみます。新たな
デジタル技術、新たなモデルを創出、ネットとリアルの両面で顧客エ
クスペリエンスの変化と価値創出、といったキーワードがございます。
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これらをヒントにして考えますと、教員養成のDX化とは、新たな技
術を活用して、教員養成における学習者の体験「 Learner ’ s
Experience」を変革することで、新たな学び・教員養成を創出すると
いうことではないかと考えます。
学習分野のみならず、藤村機構長からライフログと言葉が出たとおり
生徒指導のような部分でもDX化が進んでおりますが、ここでは学び
に着目して考えることにします。今までのお話にありましたように、
すでにオンライン授業、遠隔教職大学院、MOOC、LMS、CBT、個
別最適な学び等のキーワードがあり、すでにDX化が進んでいること
がわかります。これらを活用して新たな学びを創出する、DX化によ
りどう改革ができるのかを考えると、知の創造的な循環を加速すると
いうところが、教員養成におけるDXではものすごく大きな役割なの
かなというふうに考えております。

「知の循環」とは、認知心理学という学問領域が立ち上がったときに、
コンピューターのメタファーとして人間の認知機能を考えるというこ
とがなされました。この図のモデルのように、人がいて、インプット
があって、記憶等を活用しながら、考えてアウトプットする、このよ
うなモデルが考えられました。DX化による知の創造的な循環の加速
について、これを使いながら話を進めていきたいと思います。

実際には個人だけでなくて様々な人がいて、様々な人の中で同様のプ
ロセスが起こっています。あるいは人同士の間でコミュニケーション
やコラボレーションが起こることもあります。インプットのソースと
しては本やノートのように書かれた文字がDXやICTが普及する前に既
にあったものです。写真・ビデオ・絵というものもあったかもしれま
せん。それが人間の中を通ってアウトプットされる。あるいはコラボ
レーション・コミュニケーションする中でアウトプットが起こる。コ
ミュニケーション・コラボレーションの手段は、対面や電話という同
期的なもの、それから手紙という非同期的なものが使われていた。

そこにICT・DXが加わり、幅が非常に広がったわけです。
自分で探索するという重要的なニュアンスを持たせるために、イン
プットの代わりに「Explore」という単語を使います。
アウトプットも「Express」、コミュニケーション・コラボレーショ
ンも「Exchange」と示すことにします。
DX化によってこの3つのEX（Explore/Express/Exchange）の幅が広
がっていき、人間の思考や協働がサポートされる。それがDX化の長
所ではないかと考えています。例えば探索する対象がインターネット
（デジタル記録）になっている部分が現在非常に多くなっています。
表現の方法も、高校生や大学生を見ていると、文字だけでなく、動画
や写真をすぐに撮って編集してアップするということをサクサクと
やっています。多様な媒体を使いこなして表現するということが非常
に上手にできています。
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「Expressの幅を広げる」ということに関連して面白いなと思ったの
で、徳島県の見能林小学校を参観させていただいた時に、すごく子ど
もたちが上手にICTを使ってExpresしていた事例を紹介します。
5年生の算数、平行四辺形の面積の学習。担任の先生が紙とタブレッ
ト（書き込み型のものと、図形を生成して切って移動させる操作アプ
リ）を用意する。好きに使っていいよと言うと、子どもたちが自分の
やりたい表現に合わせて、ツールを選択して考えを表現します。教え
ていない機能でも、子どもたちが探索しながら試行錯誤しています。
UNDO機能なんかもうまく使って考えるような場面もあったりします。
本当に素敵な様子が見られました。

「Exchange」に当たるコラボレーションについても、どうやったら
伝わるかということを考えながら表現するようなことが起こっていて、
こういうこともICTツールがあるからできる部分が非常に大きいと感
じました。

大学生も、本当に上手にICT、特にスマートフォンを自分のツールと
して使いこなしています。メールやSNS等、クラウドで情報共有する
ような事も同様で、それらによってExplore、Express、Exchangeが
促進されているということは皆様もご存知のところだと思います。
これを、教員養成にも活用してこういう循環をうまく生み出していけ
ないかと思っているところでございます。

「セルフデザイン型学修」は来年度（令和5年4月）から実施されるの
で、実際にそういう循環がうまく起こるのかということを証拠だてて
今お話することは難しいですが、それに代わるようなトライアルは少
し進めていますので紹介したいと思います。

鳴門教育大学教員養成DX推進機構開設記念シンポジウム ーこれからの教員養成におけるDXー
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「セルフデザイン型学修」では、まず学生がExprress（記録）します。
抽象度の高いことではなく、具体的な体験を記録させる。ここを起点
として、蓄積したものを探したり、自分の学びを俯瞰したり、あるい
は他者データとの比較をする、いうことをいたします。
そして、半期に1度あるいはテーマに即して、人と交流あるいは自分
の中でスパイラルを回転させながら探究して考えていくような、そん
な場を作りたいと思っています。

トライアルでは、学生にクラウド上に学びを蓄積させて、それを適宜
振り返りながら、自分の力量を高める、ということを実施しています。

具体的には、本学教職大学院に所属している学部卒業直後の院生に、
毎週「週録」をMicrosoft Teams（Wiki）に蓄積するようにしました。
すると、1年間2年間学んできたことがずっと蓄積されています。ゼミ
をしていると、前の授業でこんなことをやっていたよね、これが課題
になっていたよねっていうことを、記録した内容をエビデンスとして
議論することが可能になってきました。
もちろん今までも記録を取ってはいましたが、体験をしっかり記録す
るように指導しながら蓄積させることによって、しっかりエビデンス
に基づいた振り返りが可能になっています。こういうところが、教員
に必要な力量の形成に大事だろうと思っています。
こういうツールをうまく使って行くことに実効性があるのではないか
という感触を得ております。もちろんTeamsのWikiでなくても、クラ
ウド上のWord文書とか、Googleドキュメントを共有する院生もいま
す。とにかく学びを蓄積する。それを見ながら指導するような場を
作っていくと、学生の力量形成につながるということを思っておりま
す。

それから、AIで情報を要約して共有するという部分もトライアルして
います。
これは「教育工学」という授業で、毎回の授業の感想を書いてもらっ
ています。記述の多い学生少ない学生、いろいろいるのですが、その
すべての情報をテキストマイニングにかけて、代表的な文章を10文、
毎回フィードバックしています。

まだ学生にこれを見てどうですか？ということを確認していないので、
その効果は定かではないですが、年明けから確認していく予定です。

鳴門教育大学教員養成DX推進機構開設記念シンポジウム ーこれからの教員養成におけるDXー
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知が循環する中に学生がいて、自分の知も循環させて学んでいるし、
他者とのコミュニケーション中でも知が循環する、大学全体でダイナ
ミックな創造的な知の循環がある、その中に自分はいるのだと、人と
一緒にいるのだと、そういう学習者体験を、学生にしてもらえるよう
な、そんな場を作ることで、これからの教員養成のニーズに応えてい
けるのではないかと考えています。

以上です。ありがとうございました。

鳴門教育大学教員養成DX推進機構開設記念シンポジウム ーこれからの教員養成におけるDXー
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鳴門教育大学教員養成DX推進機構開設記念シンポジウム ーこれからの教員養成におけるDXー

岐阜大学の益子と申します。
今、私の所属は岐阜大学ですが、鳴門教育大学に奉職して以降、15年間この地で働いていましたので、今回の試みを応援して
いるところでございます。よろしくお願いします。

DX機構や新センター設置のお話は以前から伺っていましたが、全体像を伺ったのは今回が初めてで、納得した次第です。

新しい教員養成の目指す教師像を「主体的に学ぶ力」に焦点を当て、複雑さに対応した教育実践を作り出していくような教員
を養成しようという試みですね。「主体的に学ぶ力」に焦点を当てたところは、共感できるところです。
教員養成の転換については、今から20年前くらいでしょうか、様々な大学で教員養成スタンダードが作成されました。そのス
タンダードに沿ったカリキュラムを開発していた時期がありましたが、今回の鳴門教育大学の試みは「教職スタンダード」か
ら、個人の内面の「学ぶ力」や、生田先生の言葉を使えば「素養」に転換したという所が最も大きい違いだと思います。汎用
的なスキルという部分が、おそらく社会人になってからも継続的に生きる力をつけていこうというメッセージと受け取りまし
た。この部分が、教師を育成するにあたって要素をどんどん足して育てようという発想ではない、興味深いところだと思いま
す。
学び方の再構築と学修成果の可視化では、一時どこへいっても教師教育は「リフレクション」という状態でした。しかし鳴門
教育大学において「学びのセルフデザイン」へと転換した点は、教師教育研究の中でも非常に大きい転換点なのではないかと
思いながら、お話を伺っておりました。
目指す教師像、教員養成教育の転換、学び方の再構築ということをDXをツールとして個別最適化する。DXというツールを
使って新しい学び経験を学生に提供するという全体像として新しい教員養成に取り組む試みと理解しました。

生田先生からは、教育委員会が教員育成指標に沿ってどのような教員像を求めているかお話いただいたと思っております。
このお話にあったように、教師としての学びは、学生時代の学びよりも就職してからの学ぶ期間とボリュームが遙かに大きい
ということが、1つの特徴ではないかと思うわけです。「学び続ける」というキーワードが最も適切なんだろうと思います。
そしてこれは、大学生の学びというよりも社会人としての学びを表現している言葉であろうと思います。生田先生が提示され
た資料の中では「知識＋経験」、これが意識と行動の変容に結びつく。
知識の部分については、「知識の半減期」という言葉があります。これは工学分野でいろんな定義があるらしく、その1つを
紹介します。1988年にウルフというアメリカのナショナルアカデミーオブエンジニアリングのプレジデントの方が、講演の中
で説明しています。知識の半減期が徐々に加速していて、エンジニアの知識の半減期はだいたい分野によって違うけれども
2.5年から7.5年だという。知識の半減期というのは、いったん身につけた知識が役に立たなくなる、半分役に立たなくなる長
さということですね。おそらく現代はICTの普及によってもっと半減期は短くなるだろうと思います。同様に「知識＋経験」
が意識と行動の変容に結びつくという式からしますと、教師の世界でも、昔は教育技術を身につけていけば、それでずっと授
業ができたという時代があったかもしれません。しかし様々な外的要因（ICT等）によって、知識の半減期は教員の世界にも
やってくるような時代になったんだろうと。身につけた知識をリニューアルする必要があるということです。
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それから、経験という言葉も、意味を考えると難しいことばです。「経験」は、経験内容が絶えず壊されて新しいものとして
再構成されていくもの。一方、「体験」は経験内容が、ある1つの特定の時点に凝固してしまうもの。こういう定義もありま
す。
このように考えますと、知識の半減期が短くなってきたということですね。経験によってその一旦蓄積したものをどうやって
再構成していくかという意味も、この知識と経験の式には入っています。とりわけこの経験によって、知識の半減期に基づい
た更新を行っていくことは、社会人である現職教員にとって非常に重要な学び方の特徴と言えると思います。
このように考えていくと、教員養成段階の学生の学びと社会人としての教師の学びは、完全にイコールというよりニアリーイ
コールの部分があり、重ならない部分に非常に重要な要素を含んでいるのではないかと思うわけです。

「開いてますか？閉じてますか？」という言葉を提示しました。
私が所属している岐阜大学教育学部「附属学習協創開発研究センター」は、岐阜県教育委員会の総合教育センターと連携協定
を結んでおり、毎年研修企画官というポジションの方に客員教授に来ていただいています。
その先生と議論している時に、開いた教師・閉じた教師というメタファーを説明してくれました。教師が開いた状態というの
は、積極的に自主研修に参加し、自分のクラスや学校の課題と結びつけることができる。一方、閉じた状態というのは、自分
が経験によって蓄積してきた知識のみで満足してしまう状態、体験で終わっている状態です。
開いた教師は、学習する姿を見せる、自分が見聞を広げた経験を語ったり、自分の学習経験の素晴らしさを学び手に説明でき
る。生田先生がおっしゃったことに重なりますが、道幅の広い学習指導ができる、つまり様々な考え方や立場の存在を認めつ
つ、目標に向かわせることができる。児童生徒の変わった行動をその子の立場で解釈することができる。そのような児童生徒
を戻らせることができる。他者との交流で振り返ることで、自分自身のことをよく知ることができる。自己完結しておらず、
様々な人の意見を蓄積することができる。多少躓きがあっても強い。チャレンジ精神、新しいことに興味を持ち、挑戦するこ
とができる。
一方、閉じた教師は、これらがすべて逆のパターンになっていって、どんどんうまくいかなくなって閉じていってしまうとい
うことです。

「子どもの変容で開く」。インタビューの一部ですが、やはり教師は子供が変わったときが嬉しい。
校長に言われて掲示物を作って満足ではなく、掲示物を子供に返していく中で、子供が変わった手応えがそこにないと。子供
が変わったという手応えがある方は、次は何をやったら良いだろうと、どんどん開いていくんです。
ところが、自分なりに掲示物は作ったけど、子供はザワザワする状況は一緒だなという感じだと無駄なことをしたなと思って、
閉じてしまう。ほんの些細なことなんですが、子供との関わりの中で開いたり閉じたりするということです。

「立ち位置の確認で開く」という例です。
閉じかけていたベテラン教師に、やってみましょうと学年主任のポストを渡したといいます。その結果、最終的に自分にこん
な力があったとは知らなかった。最後に、こうやれてすごく嬉しかったと充実感を持った。それはなぜかと言ったら、学年の
若い先生を育てたという自信につながった。学年主任の力ではなくて、若い先生2人にやってもらったということですね。3人
のチームワークで子供たちは育ち、ベテランの先生も自分のポジションに手応えがあった。だからぐっと開いたといいます。
これは校内人事のケースですが、誰に何をやらせるかという中でチャレンジしてみると、自分の再発見で開く場合があるとい
うことですね。

「教師の成長 資質・能力の新しい観点」。
「開く」は経験から学ぶことができる状態、「閉じる」は体験の反復で終わってしまう状態。教師はこの閉じたり開いたりす
る状態を変動しながら成長するわけです。

「岐阜県教員育成指標の構成」。
基礎形成期、資質向上期、資質充実期、資質貢献期で明確に区切られているわけではなく、例えば基礎形成期もずっと右まで
続いている図になっています。最初は区分毎に縦割りで教員育成指標を作っていましたが、やはり教師は人事異動で異なる校
種の学校に行ったりすると、これまでのやり方は通用しない。すると、そこでも開いている必要がある。その場で自分が得意
な内容・領域を、再度研修などを通じて見つけることをあってもいいじゃないかということです。閉じたり開いたりすること
を前提にした教員育成指標にすることで、校長の期首面談の時もこういう考え方で使ってもらおうということで、入れていた
だいたわけです。
閉じたり開いたりすることを自分で認識できるというのは非常に重要な能力と考えられます。特に教師は、個人で開いたり閉
じたりするのではなく、他者・子ども・同僚との関わりの中で学び成長する中で変化することが、重要なことではないかと思
えるわけです。

論点として考えたらどうかと思った点は、卒業後の社会人としての学びを展望したときに、教員養成DXによって在学生に対
してこれまでにない学び経験を提供することによって、教師としての資質能力の新しい側面に焦点を当てることは可能になる
だろうか、という点です。これからの取組ということで、焦点を当てるべき、強化すべきポイントはどこかという議論をされ
てはどうかと思っております。例えば、主体的に学ぶ力の要素を考えるときに、学生としての学びと社会人としての学びをつ
なげていこうと発想すると、蓄積したデータから学生時代に開く・閉じるということをもしも自覚できたとしたら、それは卒
業後も活きてくると思います。ただし、この部分はひょっとするとセルフデザインではうまくいかなくて、誰かが意味づけし
てあげる必要があるだろうと思います。
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Ⅳ．「教員養成におけるＤＸの課題」／岐阜大学教育学部副学部長 益子典文
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実は、岐阜大学も名古屋大学との連携教職課程が令和5年1月からスタートします。
異質な学生同士が授業を受けるので、ちょっと楽しみな部分もあります、どういうふうに学生たちが反応するだろうと。
鳴門教育大学を中核として、四国国立５大学連携教職課程では異なる大学の学生と授業を受ける機会が出てくるわけで、これ
はこれまでにない経験だといます。また鳴門教育大学は、リージョナルな教職大学院ではなくて、全国から現職教員が派遣さ
れてくる教職大学院という非常に大きな特徴があると思います。このような多様性を考えたときに。学生が自身の立ち位置を
確認する機会を、フォーマルな機会の中に設定できるのではないかと思います。これも、開いたり閉じたりすることをコント
ロールするときの1つの手法として導入することができるではないか。教師の学びという立場から、こういう特徴に意味づけ
をすることができるとすれば、DXは非常に有効に利用できるのではないかと考えた次第です。

以上です。
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（泰山）
ありがとうございました、今いろんな情報をご提供いただく共に論点
の提示をいただきました。
今から残り時間で、いただいた論点等についてそれぞれの先生方に少
しお話を伺う時間にしていきたいと思います。ご参加されてる先生方
もし聞いてみたいことがあれば、チャットの方に入力をいただければ
と思います。

まず、益子先生からの論点としては「開く／閉じる」ところがものす
ごく印象に残っております。やはり開いたり閉じたりすることを、自
分でどうやっていくかがポイントになると。

今まではどちらかというと、これから英語を使う社会になる、だから
教師も英語出来ないといけない、だから英語の内容を教えましょう。
これからは情報が必要になる、だから情報もできるようにならないと
いけない、だから情報の内容を教育課程に入れましょう、のような議
論が多かったわけですよね。
でも今日の先生方の話で共通しているのは、どういう風になっても開
いたり閉じたりしながら、そこに対応できる能力を自分で獲得できる
ようにしましょう、みたいな話が、県からも求められており、大学と
してもその方向で考えていくことをご紹介をいただいたと思います。
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益子先生の論点から少し焦点を絞って、今までは内容のこれが大事だ
よと教師が教えていたので、大学教員も、現場の先生方も、もしかし
たら学生や児童生徒たちも、何か教えてくれると思っているのに何に
も教えてくれないじゃないかみたいな、そういうところも出てくるの
かなと思っています。
そういうふうに自分で学び取っていく力を育てることを実現する教育
を考えたときに、何が課題でどういうところがポイントとして、今後
大学では取り組もうとされているのか、それをセルフデザイン型学修
のシステムでどう支援しようとしているのかについて、梅津先生、藤
原先生からコメントいただきたいと思います。
その後、県としてそういう力が重要ということをどう研修等にも反映
させ（ようとし）ているか、生田先生にコメントいただければと思い
ます。
益子先生の方から、それぞれの先生方の話に対して、いやその観点と
いうよりも、こういう観点も合わせて考えるのはどうか、というよう
なコメントをいただければありがたいと思います。
では、もし参加の先生方からも何かあればチャットに書き込んでいた
だきつつということで、お願いできればと思います。

（梅津）
益子先生のお話を聞いて、本学が来年度から実装しようとしているカ
リキュラムについて、ある意味成否に関わる1つの論点を示していた
だいたものと受け止めました。私は長く本学のカリキュラム開発に関
わってきましたが、大学のカリキュラムというものは、実装に向けて
は葛藤があり、各場面で直面する課題を乗り越えていかねばなりませ
ん。そうした経験を持つ私の立場からすると、ややシャープさを欠き
ますが、２つの観点から私なりの答えを用意したいと思います。
１つは、大学の教員はそれぞれ専門的な学問のトレーニングを受けた、
まさに専門家です。その専門家である教員が自信を持って教育をして
いる中身に対して、新しい学びはこうです、セルフデザイン型学修な
んです、学生の経験を広げなければならないです、というような言葉
で、その語り自体が上から降りてくるように示された場合は、専門家
集団としての大学教員はなかなか応じることができないということを
思っています。私自身にも本質的なところでそういう思いもあります。
とすると、大学教員が専門の裏付けを持って教員養成においてもこれ
が重要と思っている内容や探究の方法は、やっぱり学生に響くと思う
し、それはそれで自信を持って教えていただければいいのではないか
と思うのです。
そうした基本的な考え方の上に立って、セルフデザイン型学修という
ものがでてくると理解しています。今、次の学習指導要領で推進が期
待されているアクティブラーニング「主体的・対話的で深い学びの実
現」という概念があります。キーワードになるのは「対話」だと思い
ます。教師と学生、学生同士、これらの相互の対話を通じて、学生
個々の学修についての意味づけを適時・適切にサポートしながら、大
学教員自身も学生の意味づけに共感して、自らの学び、自らの教育を
振り返り、学んでいくことが大事であると思います。

今まではどちらかというと、１人の大学教員が担当科目を受講した学
生に全責任を負いつつこれが大事だよと思うものを教授してきた。そ
れはそれで尊重されるべきですが、もう１つ新しい教員養成教育の方
法として協働的な対話というのが明確に位置づけられて、提供する教
育と学びの成果を、教員と学生が相互に意味づけていく活動がカリ
キュラムの中に定着していくということが一番大事かなと思っていま
す。それは、ある意味鳴門教育大学の次年度以降のチャレンジでもあ
るというふうに思っています。協働的対話の重要性というものを指摘
させてもらって、答えとしたいと思います。
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（泰山）
この先、授業において学生に直接記録してもらうお話を聞かせていた
だきました。
教員の専門はそのまま強く色濃くしてもらって、それを対話によって
繋ぐというところで「セルフデザイン型学修」をシステムによって支
援・実現しようとしていることがあれば、コメントを頂ければと思い
ますが、藤原センター所長いかがでしょうか？

（藤原）
情報システムだけでは教育というものは成り立たないわけです。人間
も含めた対話等を含めた学びの全体のシステムを考えないと、学生の
セルフデザイン型学修というものは成り立たないと思っています。情
報システムにはいろんな可能性がありますが、補助的になるかと思い
ます。一番大事なのはやはり人と人の関係だろうというのが正直なと
ころです。
大学教員は専門家というところに関して、私はとても期待をしていま
す。専門家というのは、セルフデザインをしていて、頼まれていなく
ても、自分がそれが好きだといって学修し続けてきた人たち、いわば
セルフデザイン型学修の大家なのではないかと思っています。そうい
う人がこの領域で学ぶということはこういうことだよと学生に伝える。
その領域に関する知識だけではなくて、その領域で学んでいくこと、
研究していくこと、何か作品を作っていくこと、伝えていただくこと
は、学生にとってすごく大きな意味を持つのではないかと思っている
ところです。大学教員に一層期待したいのは、メタレベルでの質問を
していただきたいということ。意味づけるという、益子先生のお言葉
と関係しています。例えば、そういう考え方で論を組み立てていける
のか、今の発言はすごく面白いと思うとか。そういうふうに、学生が
考えていくことの是非を問うような学びに関する問いかけというもの
が、先生方からたくさん出てくるとセルフデザイン型学修が促されて
いくと思っております。

（泰山）
大学教員側からもメタ的な支援、対話の支援もやはり必要だという話
ですね。
では少し視点を変えて、生田先生の方から県として目指している方向
を明確にご説明いただいたわけですが、生田先生が感じられる課題と
か、その実現に向けて今こういうことを計画していること、例えばこ
の鳴門教育大学でやろうとしていることと繋がりがありそうな部分、
もう少しこういうことを取り組んで欲しい、等のコメントをいただけ
ればと思います。

（生田）
学びの経験の提供ということが先程も出てきたと思います。大学にお
いて学生が主体的・対話的で深い学びを実際に体験することによって、
教職に就いた時にそれが可能になる。そういうふうな学びの場を大学
においては進めていただきたいという願いがございます。
県として教職に就いた者への研修をどのように実施していくか、教員
免許更新制が発展的に解消されるということで、現在、教員育成指標
やそれにリンクした形での研修プログラムについて検討しているとこ
ろです。
受講奨励ということも言われておりますが、やはり教員育成指標に自
分自身を照らして、自分が研修を選びながら能力を上げていくことを
目指して活用ができるようなものを今構築しているところです。
もう1つ大切なこととして、各学校において行っている校内研修の活
性化を考えています。これまで校内研修というと、研究授業を行って、
授業研究会をやってという形がスタンダードだったと思います。それ
ぞれの学校の実態に合わせて、決まった形ではなくて、いわゆるセル
フデザイン型の校内研修はどのようなものかを、それぞれの所属の教
師が考える。
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それに当たって、例えば指導教諭や研修主任がファシリテーションの
力を発揮しながら、考えていただく。そのようなセルフデザイン型の
校内研修を構築できるにしていくことで学校を活性化していく。この
ように、個人のセルフデザイン型の研修、プラス学校の組織としての
研修という２本柱で進めていけたらと考えています。

（泰山）
ありがとうございます。まずは教員養成課程におけるアクティブラー
ニングのたくさんの経験について、さらに校内研修自体もセルフデザ
イン的に進めようと考えられていることをお話しいただいたと思いま
す。
では、益子先生から、3名の先生のお話を踏まえてコメント等をいた
だければと思います。

（益子）
対話が基本ということは、私も確かにそう思います。
しかし、おそらく対話の中に新しい要素が加わる可能性があります。
DXを標榜したときに、一人一人の学生のデータが蓄積され、その
データと教員が対話するケースと、データと学生が対話するケースが
あり、それが人と人の対話を媒介するようになると思います。そこで
蓄積したデータによって、学生はセルフデザインをします。同時に指
導される大学教員にどういうフィードバックを提供することができる
のかという点も、ぜひ追求していただけると、梅津先生がおっしゃっ
たデータを媒介した教員と学生の対話というものが可能になるのでは
と思います。
これは教員研修システムも全く同じですが、蓄積されたデータが適
切・良質なデータであれば、飛躍的に対話の質も向上するのではない
かと思います。ただ、その点においてはまだ少しファジーでグレーな
部分が残っていると思いますが、蓄積されたデータから新しいものが
出てくることを期待したいと思っております。
私が岐阜大学で教学IRのデータセットを作ったときに、集計結果を全
学部の先生に見てもらったら、一人一人がどういう状態かを出してく
れないと、我々教員はどういう対応策を打ったらいいかわからない、
と意見をいただきました。これがなかなか難しい。クラウドにデータ
を置くときに、すべて匿名化して集計しているわけです。前期日程入
試での入学者と推薦入試での入学者はどう違うか、などの集計はでき
ますが、一人一人に関連する集計は、非常に難しい。
鳴門教育大学は、この点に取り組もうとされているので、個別一人一
人のデータを、学生・教員・職員・サポートスタッフも参照できると
いう非常に大きい特徴があります。そのフィードバックによって、質
的に高度で新しい形の対話ができれば、教員養成の新しいイメージも
具体化してくるのではないかと思っています。

（泰山）
新たな論点そして可能性を示していただいて非常にありがたいと思っ
ております。
最後に、一言ずつ、梅津先生と藤原先生には今後このような整理を進
めていく宣言を、生田先生と益子先生には今後鳴門教育大学にはこの
ような期待をしているという宿題をいただければと思います。
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（梅津）
私の今現在の問題意識は、益子先生から指摘いただいた「有効なデー
タを介した教員養成としての新たな対話の仕方」の検討を、そのまま
宿題として受け止めたいと思います。
それを実質化するためには、学生に対しては初年次教育からセルフデ
ザイン型学修の意義や方法、具体的な運用の仕方を教育いたします。
大学教員は、学生が４年間取り組む教職力のセルフデザインを絶えず
ファシリテ－トしていける力量について、FDを展開していくことが
大切になってくると思います。こうしたFDの体制をどうやって整え
ていくかということが、第４期の本学の教員養成教育を成功に導く重
要な課題だと思っております。また先生方と議論しながら、やがて
FDのシステムについてもご紹介できるような機会を持ちたいと思っ
ております。

（藤原）
これからやることが本当に山積みですが、学生のデータからどういうこ
とを可視化してフィードバックするのかということ、先ほど益子先生が
おっしゃったどういう対話がいいのか（これもフィードバックの一種だ
と思いますが）、が最も重要と考えています。
自分一人だけで考えていると煮詰まったり面白くないことも、人が関
わってくれることで自分の学びが動くこと、そこはやはり大事にしてい
きたいと思い、これからの課題とさせていただきます。

（生田）
実は本県の高校生たちが「総合的な探求の時間」を中心にして、社会や
いろいろな方々とつながりながら、社会に出るための学びを構築してい
る取組がございます。
大学においても、課題を発見して解決・探求していくような道のりを深
めて、教職に生かしていただきたいと思っています。そのためにも、自
分自身のいろいろなデータ・履歴に基づいて、分析、デザインして資質
向上をしていく、その中に主体的な学びを見つけていくような要素を盛
り込んでいただきたいと思います。
そして、教員養成DX推進機構だけでなく鳴門教育大学全体にというこ
とになりますが、最初に申し上げたように、しっかりと困難に対峙でき
る力、危機にあたっても対応できる力を身につけた学生を教育界に送り
出していただけると非常にありがたいと思っております。よろしくお願
いいたします。

（益子）
本日はお招きいただいてありがとうございました。岐阜大学及び岐阜県
でも負けないように頑張ろうと思って戻りたいと思います。よろしくお
願いします。

（泰山）
ありがとうございました。いただいた宿題等をもとにこれから検討して
いきたいと思います。是非ご参加された先生方にもご指導いただきなが
ら追求できればと思います。
では、これで閉じたいと思います。登壇いただいた先生方、ありがとう
ございました。



１０．閉会挨拶／鳴門教育大学理事・副学長 美馬特仁
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鳴門教育大学の美馬でございます。
本日は大変お忙しい中、鳴門教育大学教員養成DX推進機構開設記念シンポジウムにご参加・ご視聴いただきまして誠にあり
がとうございます。

今回はメタバース上でのシンポジウムという新しい試みに挑戦してみましたが、皆様いかがでしたでしょうか。スタッフ一同、
手探りでの運営で、お見苦しい点お聞き苦しい点も多くあったかと思いますが、ICTの可能性に挑戦していこうとする本学の
心意気ととらえていただいてご容赦くださいますようお願い申し上げます。

さて、情報通信技術の飛躍的な進展を背景に学校教育は大きく変化しようとしています。すでに学校では、1人1台パソコン、
タブレットが実装され、全国でGIGAスクール構想が着実に展開されつつある今、教員養成大学には、これからの教員に求め
られる資質能力の再定義と、教員養成の再構築が求められています。
こうした社会の要請を受けて、鳴門教育大学は次代の教員の在り方を探求し、教員養成に特化したDXを推進することにより、
新たな教師教育を実践するため、その拠点として本年度３つのセンターからなる教員養成DX推進機構を設立いたしました。
本日のシンポジウムでは、この機構の目指すものについて多くのご意見をいただきました。また、これからの教師の在り方、
これは初等教育から高等教育まで合わせてでございますが、このことについて、かなり本質的なところまで議論がなされたよ
うに思います。本当にありがとうございました。

我々といたしましては、本日いただいた皆様からのご提言やご示唆、そして宿題を踏まえ、次代を担う教員像をしっかりと定
めて、本機構を中心に、教員養成における様々な課題に正面から取り組んでいく所存でございます。また、本日のシンポジウ
ムが少しでも今日ご参加の皆様方のお役に立てましたら、幸いに存じます。

最後になりましたが、本日のシンポジウムを開催するにあたり、ご協力をいただきました文部科学省総合教育政策局教育人材
政策課長小幡泰弘様、徳島県教育委員会教育長榊浩一様、兵庫教育大学長加治佐哲也様、岐阜大学教育学部副学部長益子典文
様、徳島県教育委員会教育次長生田雅和様をはじめ、多くの方々に感謝を申し上げ、閉会の挨拶とさせていただきます。
本日は誠にありがとうございました。
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